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ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
の
中
興
の
祖
、
第
九
代
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
の
死
（
一
一
五
六
）
か
ら
ユ
ー
グ
五
世
の
即
位
（
一
一
九
九
）
に
至
る
四
十
年
有
余
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
に
と
っ
て
不
安
定
な
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
一
一
五
七
年
か
ら
一
一
九
九
年
ま
で
の
四
十
二
年
間
に
八
人
の
修
道
院
長
が
即
位
し
て
い
る
。
在
任
期
間
の
平
均
は
一
人
当
り
五
・
三
年
で
あ
る
。
一
方
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
設
立
か
ら
ピ
エ
ー
ル
の
死
に
及
ぶ
二
百
四
十
六
年
間
（
九
一
〇
ー
一
一
五
六
）
に
は
九
人
の
修
道
院
長
が
交
代
し
た
。
在
任
期
間
の
平
均
は
二
十
七
・
三
年
で
あ
る
。
十
二
世
紀
後
半
の
修
道
院
長
の
在
任
期
間
は
大
幅
に
短
く
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
危
機
」《crisis
of
leadership
》
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
（
１
）
。
修
道
院
長
の
経
歴
の
変
化
も
ま
た
注
目
さ
れ
る
。
十
、
十
一
世
妃
に
は
、
院
長
補
佐
な
い
し
院
長
代
行
を
つ
と
め
た
若
い
修
道
士
が
次
期
院
長
に
選
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
に
た
い
し
て
（
オ
デ
ィ
ロ
ン
、
ユ
ー
グ
一
世
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
四
歳
、
二
十
五
歳
で
院
長
に
就
任
）、
十
二
世
紀
後
半
の
修
道
院
長
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
例
は
減
少
し
、
そ
の
多
く
は
支
院
長
を
長
期
間
つ
と
め
、
そ
の
実
績
を
買
わ
れ
て
壮
年
あ
る
い
は
老
年
に
な
っ
て
か
ら
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
に
転
任
し
て
い
る
（
２
）
。
ま
た
廃
位
さ
れ
（
ユ
ー
グ
三
世
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
一
世
）、
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
（
ロ
ド
ル
フ
、
テ
ィ
ボ
ー
）
修
道
院
長
が
四
名
を
数
え
る
こ
と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
の
う
ち
テ
ィ
ボ
ー
は
、
一
一
八
三
年
に
ル
キ
ウ
ス
三
世
に
よ
っ
て
オ
ス
テ
ィ
ア
の
司
教
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
を
去
っ
た
。
以
前
に
は
マ
イ
ウ
ー
ル
や
オ
デ
ィ
ロ
ン
の
よ
う
に
、
教
皇
や
リ
ヨ
ン
大
司
教
に
指
名
、
選
出
さ
れ
て
も
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
に
留
ま
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
が
、
テ
ィ
ボ
ー
の
例
を
囁
矢
と
し
て
、
十
三
世
妃
す
ぎ
に
は
院
長
を
辞
し
て
司
教
に
転
出
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
３
）
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
の
ポ
ス
ト
は
聖
界
に
入
っ
た
貴
族
た
ち
の
政
治
的
野
心
を
も
は
や
満
足
さ
せ
得
な
く
な
る
の
で
あ
り
、
当
該
ポ
ス
ト
は
彼
ら
に
と
っ
て
昇
進
の
た
め
の
一
通
過
点
に
す
ぎ
な
く
な
る
の
で
あ
る
（
４
）
。
十
二
世
紀
後
半
に
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
社
会
環
境
に
も
重
大
な
変
化
が
み
ら
れ
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
一
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
関
　
　
口
　
　
武
　
　
彦
（
教
育
学
部
　
歴
史
学
研
究
室
）
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
二
た
。
修
道
院
門
前
の
ブ
ー
ル
（burgus
）
が
発
達
を
と
げ
、
ブ
ー
ル
の
住
民
（burgenses
）
が
そ
の
経
済
・
社
会
的
地
位
を
高
め
て
、
騎
士
身
分
と
並
ん
で
一
つ
の
身
分
集
団
を
形
成
し
た
の
は
十
二
世
妃
で
あ
る
。
修
道
院
を
財
政
面
で
支
援
し
、
修
道
院
長
が
発
給
し
た
文
書
の
副
署
人
に
な
り
、
さ
ら
に
な
に
よ
り
も
修
道
院
と
町
の
防
衛
に
中
心
的
な
役
割
を
果
し
た
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
あ
っ
た
。
修
道
院
長
の
庇
護
民
で
あ
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
次
第
に
そ
の
独
立
と
階
級
的
自
覚
を
高
め
て
行
き
、
修
道
院
長
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
一
世
は
、
聖
ユ
ー
グ
（
在
位
一
〇
四
九
ー
一
一
〇
九
）
以
来
行
わ
れ
て
き
た
古
き
良
き
法
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
長
老
た
ち
に
判
告
さ
せ
、
そ
れ
を
成
文
化
し
た
。
十
三
世
妃
初
頭
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
修
道
院
長
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
修
道
院
と
町
を
対
外
的
に
代
表
す
る
ま
で
に
成
長
を
と
げ
て
い
る
。
十
二
世
紀
後
半
の
マ
コ
ネ
地
方
は
政
治
的
激
動
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
登
位
（
一
一
五
二
）、
彼
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
進
出
へ
の
野
心
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
の
分
裂
選
挙
（
一
一
五
七
）、
そ
し
て
教
皇
シ
ス
マ
の
発
生
（
一
一
五
九
）
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
政
治
的
混
迷
を
深
め
た
。
一
一
六
六
年
春
に
、
シ
ャ
ロ
ン
伯
麾
下
の
ブ
ラ
バ
ン
人
傭
兵
隊
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
を
襲
っ
て
多
数
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
殺
害
し
た
事
件
は
、
ル
イ
七
世
の
マ
コ
ネ
遠
征
の
引
き
金
に
な
っ
た
。
同
年
夏
に
、
王
は
修
道
院
長
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
一
世
に
保
護
特
許
状
を
交
付
し
て
い
る
。
本
事
件
を
契
機
に
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
王
の
保
護
と
干
渉
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
制
に
組
み
込
ま
れ
て
行
く
の
で
あ
る
（
５
）
。
本
稿
の
目
的
は
、
十
二
世
妃
後
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
至
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
（
１
）C
.
B
.
B
ouchard,
“C
hanging
abbatial
tenure
p
atterns
in
B
urgundian
m
o
n
a
steries
during
the
tw
elfth
c
e
ntury”,
R
evue
bénédictine
90(1980),249-62.
（
２
）
十
二
世
紀
後
半
に
選
出
さ
れ
た
修
道
院
長
は
合
計
九
名
。
こ
の
う
ち
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
グ
ロ
（
一
一
五
七
）
と
ユ
ー
グ
三
世
（
一
一
五
八
―
六
一
）
の
二
人
だ
け
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
本
院
の
修
道
士
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
修
道
院
長
の
在
位
期
間
と
経
歴
は
次
の
通
り
。
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
一
世
（
一
一
六
一
―
七
三
）
サ
ン
・
マ
ル
セ
ル
・
ド
・
シ
ャ
ロ
ン
支
院
長
、
ロ
ド
ル
フ
（
一
一
七
三
―
七
六
）
ラ
・
シ
ャ
リ
テ
・
ス
ュ
ル
・
ロ
ア
ー
ル
支
院
長
、
ゴ
ー
テ
ィ
エ
一
世
（
一
一
七
六
―
七
七
）
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
・
シ
ャ
ン
支
院
長
、
ギ
ョ
ー
ム
一
世
（
一
一
七
七
―
八
〇
）
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
・
シ
ャ
ン
支
院
長
を
経
て
ラ
ム
ジ
ーR
am
sey
院
長
、
テ
ィ
ボ
ー
（
一
一
八
〇
―
八
三
）
サ
ン
・
ア
ル
ヌ
ー
・
ド
・
ク
レ
ピ
ーSaint-A
rnoult-
de-C
répy
支
院
長
を
経
て
サ
ン
・
バ
ゾ
リ
ュ
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ーSaint-
B
asolus-de-V
erzy
院
長
、
ユ
ー
グ
四
世
（
一
一
八
三
―
九
九
）
ル
ー
イ
ス
支
院
長
、
ユ
ー
グ
五
世
（
一
一
九
九
―
一
二
〇
七
）
ル
ー
イ
ス
支
院
長
を
経
て
レ
デ
ィ
ン
グR
edding
院
長
。
（
３
）
ジ
ェ
ラ
ー
ル
（
一
二
一
五
―
二
〇
）
は
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
司
教
に
、
ユ
ー
グ
六
世
（
一
二
三
五
―
四
四
）
は
ク
ー
タ
ン
ス
司
教
に
、
ア
ン
リ
一
世
（
一
三
〇
八
―
一
九
）
は
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
司
教
に
、
ピ
エ
ー
ル
二
世
（
一
三
二
二
―
四
二
）
は
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
司
教
に
転
出
し
て
い
る
。
（
４
）D
.R
iche,
L’O
rdre
d
e
C
luny
à
la
fin
du
m
oyen
âge
《Le
vieux
pays
clunisien
》
X
II
e
-X
V
e
siècles
.
S
aint-Étienne
2000,
210.
（
５
）G
.D
uby,
La
s
o
ciété
a
u
x
X
I
e
et
X
II
e
siè
cles
dans
la
région
m
âconnaise
.
P
a
ris
21971(1953),
401-37;
G
.M
elville,
“C
luny
u
nd
das
französische
K
önigtum
.
V
on
《Freiheit
ohne
Schutz
》
z
u
Schutz
ohne
F
reiheit”,
in
:
G
.C
onstable,
G
.M
elville,
J.O
berste
(Hg.),
D
ie
C
luniazenser
in
ihrem
politisch-
so
zialen
U
mfeld
.M
ünster
1998,423ff.(405-68).
一
　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
台
頭
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ー
ル
が
最
初
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
ア
ン
ス
教
会
会
議
（
九
九
四
）
の
報
告
書
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
当
報
告
書
は
修
道
院
領
を
聖
ペ
ト
ロ
の
聖
な
る
所
有
地
と
見
做
し
、「
聖
な
る
権
域
」《potestas
Sancti
loci
》
に
は
修
道
院
ブ
ー
ル
も
含
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
１
）
。
十
世
妃
末
に
は
す
で
に
防
備
を
施
し
た
郭
外
集
落
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
直
後
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
つ
い
て
の
最
初
の
言
及
が
み
ら
れ
る
（
２
）
。
ブ
ー
ル
の
住
民
《burgenses,
buggencii
》
は
自
由
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
近
在
に
農
地
を
も
つ
耕
作
者
で
あ
っ
て
ま
だ
商
工
業
の
専
従
者
で
は
な
い
（
３
）
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
身
分
の
独
立
を
示
唆
す
る
資
料
は
、
第
六
代
修
道
院
長
ユ
ー
グ
の
晩
年
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
修
道
士
、
騎
士
と
並
ぶ
第
三
の
証
人
グ
ル
ー
プ
と
し
て
証
書
に
副
署
し
て
い
る
（
４
）
。
当
該
証
書
は
、
死
質
契
約
を
結
ん
だ
騎
士
の
土
地
が
流
質
に
よ
っ
て
修
道
院
の
所
有
に
帰
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
騎
士
の
死
後
、
そ
の
女
婿
が
担
保
物
の
返
還
を
求
め
て
訴
え
を
お
こ
し
た
の
で
、
修
道
院
は
商
議
の
末
、
貸
与
額
の
倍
額
を
支
払
っ
て
同
物
件
を
買
い
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
証
書
に
は
十
二
名
の
修
道
士
、
十
名
の
騎
士
と
共
に
十
二
名
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
証
人
と
し
て
副
署
し
た
。
本
資
料
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
な
い
し
奉
公
人
」《burgenses
vel
servientes
》
と
あ
る
よ
う
に
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
は
、
家
僕
《famuli
》
と
し
て
修
道
院
に
雇
わ
れ
て
い
た
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
（
５
）
。
修
道
院
長
、
院
長
代
行
、
会
計
係
カ
メ
ラ
リ
ウ
ス
を
は
じ
め
修
道
院
の
役
職
者
（
賄
係
ケ
ラ
リ
ウ
ス
、
施
与
係
エ
レ
モ
シ
ナ
リ
ウ
ス
、
病
棟
係
イ
ン
フ
ィ
ル
マ
リ
ウ
ス
、
聖
具
室
係
セ
ク
レ
タ
リ
ウ
ス
、
農
場
デ
カ
ニ
ア
の
監
督
デ
カ
ヌ
ス
）
は
若
干
名
の
専
属
の
家
僕
を
抱
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
賄
係
の
家
僕
に
は
、
修
道
士
の
厨
房
を
清
掃
す
る
者
、
修
道
士
の
入
浴
に
奉
仕
す
る
者
、
瀉
血
を
施
す
者
、
俗
人
厨
房
の
コ
ッ
ク
、
酒
蔵
を
管
理
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
三
す
る
者
、
養
魚
池
を
見
張
る
者
、
パ
ン
を
焼
く
者
、
洗
濯
を
す
る
者
、
ロ
バ
を
引
い
て
薪
を
拾
い
集
め
る
者
、
野
菜
・
オ
リ
ー
ヴ
を
採
取
す
る
者
な
ど
が
い
た
。
施
与
係
の
配
下
に
は
、
貧
者
・
巡
礼
の
接
待
、
騎
士
と
そ
の
馬
匹
の
糧
抹
の
世
話
、
貧
者
の
洗
足
等
に
従
事
す
る
家
僕
が
い
た
。
会
計
係
直
属
の
家
僕
に
は
、
修
道
士
の
衣
類
、
靴
、
寝
具
の
仕
立
や
修
繕
に
た
ず
さ
わ
る
者
が
お
り
、
彼
ら
の
仕
事
場
は
修
道
院
の
境
内
に
あ
っ
て
彼
ら
の
た
め
の
厨
房
も
完
備
し
て
い
た
。
聖
具
室
係
配
下
の
家
僕
は
典
礼
生
活
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
ミ
サ
の
準
備
、
祭
壇
布
の
手
入
れ
、
ロ
ウ
ソ
ク
と
灯
油
の
補
給
と
管
理
、
聖
堂
の
飾
り
付
け
、
行
列
の
際
の
用
具
の
手
配
、
貧
者
の
洗
足
等
で
あ
る
。
病
棟
係
に
仕
え
る
家
僕
は
優
遇
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
病
人
や
高
齢
者
の
介
護
を
担
当
し
、
修
道
士
と
同
伴
で
回
廊
に
立
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
毎
日
二
回
半
ポ
ン
ド
の
白
パ
ン
と
一
杯
の
ブ
ド
ウ
酒
を
受
取
っ
た
上
に
、
衣
服
や
靴
を
新
調
す
る
た
め
に
年
手
当
ま
で
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
有
能
な
家
僕
は
、
修
道
院
長
自
身
に
よ
っ
て
重
用
さ
れ
た
。
修
道
院
の
寄
進
・
契
約
文
書
に
証
人
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
、
証
書
作
成
の
際
に
は
修
道
士
と
共
に
彼
ら
の
助
言
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
６
）
。
一
〇
八
八
年
に
始
ま
っ
た
第
三
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
建
設
工
事
に
よ
っ
て
、
商
人
や
職
人
の
需
要
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
食
料
や
建
築
資
材
を
搬
入
す
る
商
人
の
ほ
か
に
、
石
切
工
、
薪
運
搬
人
、
火
焚
、
石
灰
製
造
工
、
ガ
ラ
ス
職
人
、
荷
車
ひ
き
、
石
工
、
土
方
な
ど
各
種
職
人
が
開
設
さ
れ
た
作
業
場
に
蝟
集
し
た
。
商
人
、
職
人
、
巡
礼
等
の
頻
繁
な
人
の
出
入
り
は
、
近
在
の
城
主
に
通
行
税
《peditura,peagium
》
を
徴
収
さ
せ
た
誘
因
に
な
っ
て
い
る
。
十
二
世
紀
に
は
護
送
税
《conductus
》
と
呼
ば
れ
た
通
行
税
対
策
は
、
十
一
世
妃
以
降
、
修
道
院
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
北
方
の
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
＝
ユ
ク
セ
ル
（Brancion-Uxelles
）、
南
方
の
ラ
・
ビ
ュ
シ
ェ
ー
ル
（La
B
ussiè
re
）
の
両
家
は
、
通
行
税
の
徴
収
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
修
道
院
と
対
立
し
た
マ
コ
ネ
地
方
の
代
表
的
な
城
主
貴
族
で
あ
る
。
修
道
院
長
は
城
主
一
門
出
身
の
修
道
士
の
協
力
を
得
て
、
再
三
、
通
行
税
の
買
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
修
道
院
長
ユ
ー
グ
が
近
隣
の
城
主
一
族
出
身
の
修
道
士
を
度
々
、
重
要
な
役
職
に
就
け
た
の
は
、
一
族
を
手
な
ず
け
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
一
つ
の
政
治
勢
力
と
し
て
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
の
は
ポ
ン
ス
の
シ
ス
マ
（
一
一
二
五
ー
二
六
）
の
と
き
で
あ
る
（
７
）
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
を
辞
任
し
て
聖
地
巡
礼
に
出
発
し
た
ポ
ン
ス
は
、
帰
国
後
、
院
長
ピ
エ
ー
ル
の
不
在
を
見
計
ら
っ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
を
訪
れ
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
『
年
代
表
』
に
よ
れ
ば
、
ポ
ン
ス
は
あ
ら
か
じ
め
「
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
協
力
（
８
）
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
赴
い
た
と
い
う
。
一
方
、
オ
ル
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
タ
ー
リ
ス
に
よ
る
と
、
ポ
ン
ス
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
来
訪
を
歓
迎
し
た
の
は
騎
士
、
農
民
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
あ
り
、
と
く
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
、
院
長
時
代
の
ポ
ン
ス
の
愛
想
と
気
前
の
よ
さ
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
９
）
。
彼
ら
は
ポ
ン
ス
と
そ
の
一
行
を
彼
の
意
志
に
逆
ら
っ
て
修
道
院
に
導
き
入
れ
、
院
内
を
略
奪
し
て
回
っ
た
。
の
ち
に
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
宛
て
た
書
状
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
四
の
中
で
、
ポ
ン
ス
と
共
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
厳
し
く
叱
責
し
て
い
る
（
一
一
二
六
・
一
〇
・
二
〇
）。「
ポ
ン
ス
と
共
謀
し
た
不
誠
実
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
た
ち
」《com-
plices
suos
infideles
Burgenses
》
と
呼
び
、
彼
ら
が
略
奪
し
た
財
宝
を
修
道
院
に
返
還
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
教
皇
が
本
書
状
を
発
治
し
た
二
ケ
月
後
に
ポ
ン
ス
は
ロ
ー
マ
で
獄
死
し
た
。
ポ
ン
ス
の
シ
ス
マ
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
対
策
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
た
。
彼
ら
は
修
道
院
に
と
っ
て
政
治
・
経
済
的
に
頼
り
が
い
の
あ
る
存
在
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
対
応
を
誤
る
と
危
険
で
て
ご
わ
い
相
手
に
な
る
。
ピ
エ
ー
ル
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
マ
コ
ネ
地
方
に
は
王
も
侯
も
不
在
で
あ
り
」
敵
対
勢
力
か
ら
修
道
院
と
町
を
守
る
た
め
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
献
身
的
な
協
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
ピ
エ
ー
ル
は
漸
く
一
一
四
五
年
一
月
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
お
よ
び
デ
カ
ニ
ア
の
領
民
と
の
あ
い
だ
に
「
平
和
の
利
益
と
共
同
の
福
利
の
た
め
に
」《pro
bona
pacis
et
communi
utilitate
》
協
定
を
結
ぶ
ま
で
に
漕
ぎ
着
け
た
。
当
協
定
の
締
結
か
ら
当
分
の
問
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
そ
の
相
続
人
か
ら
は
慣
習
的
貢
租
を
徴
収
し
な
い
と
約
束
し
た
上
で
、
ピ
エ
ー
ル
は
十
五
歳
以
上
の
男
子
に
た
い
し
て
以
下
の
誓
約
を
さ
せ
て
い
る
。
彼
ら
は
ま
ず
修
道
院
長
と
教
会
に
忠
誠
《fidelitas
》
を
誓
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
ら
は
教
会
の
敵
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
《hostis
ecclesie
》
と
宣
告
さ
れ
た
者
に
た
い
し
て
宿
所
や
隠
れ
家
を
提
供
し
て
は
な
ら
ず
、
助
力
や
助
言
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
修
道
院
長
の
使
者
か
ら
武
装
し
て
出
陣
す
る
よ
う
に
《armati
exire
》
と
命
令
を
受
け
た
な
ら
ば
、
病
弱
者
を
除
き
全
員
が
出
陣
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
修
道
院
長
と
裕
福
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
助
言
に
基
づ
い
て
《consilio
domini
abbatis
et
meliorum
burgensium
》
何
人
か
は
町
の
警
護
の
た
め
に
残
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
教
会
を
守
る
た
め
に
誓
約
者
が
戦
死
し
た
と
き
に
は
、
彼
の
遺
骸
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
運
ば
れ
、
最
高
の
敬
意
を
も
っ
て
修
道
院
墓
地
に
無
償
で
葬
ら
れ
よ
う
。
埋
葬
後
、
集
会
室
に
お
い
て
生
前
彼
が
犯
し
た
罪
が
赦
さ
れ
、
彼
自
身
の
魂
の
平
安
の
た
め
に
ミ
サ
が
執
り
行
わ
れ
る
。「
こ
れ
以
後
、
彼
は
修
道
院
の
す
べ
て
の
善
業
に
与
る
で
あ
ろ
う
」《eruntque
exinde
participes
tocius
benefacti
ecclesie
》。
誓
約
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
な
い
し
領
民
の
誰
か
が
た
と
い
教
会
の
敵
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
《hostes
ecclesie
》
を
殺
傷
し
た
り
、
捕
え
た
り
、
ま
た
金
銀
の
償
い
な
し
に
は
和
解
で
き
な
い
よ
う
な
損
害
を
彼
ら
に
与
え
た
と
し
て
も
、
彼
は
な
に
ひ
と
つ
償
う
に
は
及
ば
な
い
。
修
道
院
が
彼
に
代
っ
て
敵
と
和
平
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
と
そ
の
相
続
人
は
償
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
協
定
が
両
当
事
者
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
見
る
で
あ
ろ
う
。
ピ
エ
ー
ル
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
懐
柔
に
腐
心
し
た
が
、
彼
が
制
定
し
た
『
改
革
規
則
』（
一
一
四
六
／
四
七
）
が
示
す
よ
う
に
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
町
民
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
修
道
院
内
に
進
出
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
警
戒
的
で
あ
っ
た
。
と
く
に
病
棟
に
出
入
り
す
る
家
僕
が
修
道
士
の
会
話
を
盗
み
聞
き
し
て
そ
の
内
容
を
口
外
し
た
り
、
修
道
士
か
ら
く
す
ね
た
も
の
を
妻
子
に
持
ち
帰
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
っ
た
た
め
に
、
ピ
エ
ー
ル
は
病
棟
勤
務
や
病
人
介
護
に
た
ず
さ
わ
る
家
僕
を
助
修
士
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
五
（
10
）
（
11
）
（
12
）
（
13
）
（
鬚
面
助
修
士
《conversi
barbati
》）
に
切
り
換
え
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
の
晩
年
に
は
近
隣
領
主
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
と
く
に
修
道
院
の
脅
威
と
な
っ
た
の
は
ラ
・
ビ
ュ
シ
エ
ー
ル
城
主
で
あ
る
。
ピ
エ
ー
ル
が
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、
城
主
ユ
ー
グ
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
南
西
十
五
キ
ロ
に
あ
る
グ
ロ
ー
ヌ
川
沿
い
の
丘
陵
に
城
塞
を
築
い
て
通
行
税
を
徴
収
し
始
め
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
は
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
中
間
地
点
の
ク
レ
ル
マ
ン
（
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
南
西
八
キ
ロ
）
に
城
を
築
き
、
ラ
・
ビ
ユ
シ
ュ
ー
ル
城
主
の
進
出
に
備
え
た
。
ピ
エ
ー
ル
は
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
に
宛
て
て
書
い
て
い
る
。「
近
隣
者
の
す
べ
て
、
す
な
わ
ち
騎
士
、
城
主
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
伯
や
公
ま
で
が
黄
金
の
獲
物
を
嗅
ぎ
つ
け
、
銀
の
匂
い
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
な
り
、
我
々
の
ヴ
ァ
サ
ル
た
ち
に
武
器
を
と
る
よ
う
に
促
し
た
」
と
。
一
触
即
発
の
危
機
は
、
当
地
の
聖
俗
諸
侯
（
マ
コ
ン
司
教
、
マ
コ
ン
伯
等
）
の
調
停
に
よ
っ
て
辛
く
も
回
避
さ
れ
た
。
一
〇
五
二
年
に
マ
コ
ン
の
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
教
会
で
開
催
さ
れ
た
平
和
集
会
で
は
旧
来
の
解
決
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
城
主
ユ
ー
グ
は
城
を
破
壊
し
て
再
建
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
代
償
に
二
百
リ
ー
ヴ
ル
を
修
道
院
か
ら
受
取
っ
た
の
で
あ
る
。
（
１
）‘burgum
ejusdem
sa
n
cti
loci,
infra
et
e
xtra,
sine
precepto
et
c
o
n
s
e
n
s
u
abbatis
v
el
fratribus
ejusdem
lo
ci
aliquam
personam
n
ullus
[o
c
c
upare]
p
re
su
m
at.’:A
.B
ernard
et
A
.B
ru
el
(éd.),
R
ecueild
e
s
chartes
de
l’abbaye
d
e
C
luny
.6
v
ols.
Paris
1876-1903
（
以
下
、C
と
略
記
）,
n
o2255.
ア
ン
ス
教
会
会
議
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。H
.H
offm
ann,
G
ottesfriede
u
nd
T
reuga
D
ei
.
S
tu
ttgart
1964,
46.;
B
.H
.R
osenw
ein,
“L
a
question
d
e
l’im
m
unité
clunisienne”,
B
ulletin
de
la
Société
des
F
o
uilles
a
rchéologiques
et
d
e
s
M
onum
ents
historiques
d
e
l’Yonne
12(1995),
1
-12.;
id.,
N
egotiating
space:
pow
er,
r
e
straint,
a
nd
privileges
of
im
m
u
nity
in
e
a
rly
m
edieval
E
urope
.
Ithaca
1998,168-71.
な
お
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ー
ル
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。G
.D
uby,
“L
a
ville
de
C
luny
a
u
te
m
ps
de
Saint
O
dilon”,
d
a
n
s:
A
C
luny.
C
ongrès
scientifique
…e
n
l’honneur
des
saints
abbés
O
don
et
O
dilon.
9-11
juillet
1949
(D
ijon,
1950),
260-64.;
G
.C
hachuat,
“D
es
rapports
e
ntre
l
’abbaye
et
les
habitants
de
C
luny
a
u
x
X
I
e
,
X
II
e
et
X
III
e
siecles”,
Annales
de
l’Académ
ie
de
M
âcon
,
3
sér.
44(1958-59),
19-26.;
G
.C
onstable,
“T
he
abbot
a
nd
to
w
n
s
m
e
n
of
C
luny
in
the
tw
elfth
c
e
ntury”,
in:
D
.A
bulafa,
M
.Franklin,
M
.R
ubin(ed.),C
h
u
rch
a
nd
city
,1000-
1500:
E
ssays
in
honour
of
C
hristopher
B
rooke
.
C
a
m
bridge
1992,151-71.;D
.M
éhu,
“La
c
o
m
m
u
n
a
uté
d
’habitants
de
C
luny
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
六
（
14
）
（
15
）
（
16
）
（
17
）
et
l’ecclesia
cluniacensis
(fin
X
e
-début
X
III
e
siè
cle)”,
in
:
G
.C
onstable,
G
.M
elville,
J.O
berste(H
rsg.),
D
ie
C
lu-
niazenser
in
ihrem
politisch-sozialen
U
mfeld
.
M
ünster
1998,
165-88.
（
２
）
‘terra
francorum
qui
B
uggencii
v
o
c
a
n
tu
r’:
C
,
n
o
2331
(ann.996-1031).
（
３
）A
.D
éléage,
La
vie
économ
ique
et
s
o
ciale
d
e
la
B
o
u
rgogne
dans
le
haut
m
oyen
âge
.M
âcon
1941,570.
（
４
）C
,
n
o3874(a
o1108).
（
５
）W
.Teske,
“L
aien,L
aienm
önche
u
nd
L
aienbrüder
in
d
e
r
A
btei
C
luny.
Ein
B
eitrag
z
u
m
‘K
onversen-Problem
’”,
F
rühm
ittel-
alterliche
S
tudien
10(1976),248-322,bes.257-78.
（
６
）‘c
u
m
c
o
n
silio
fratrum
m
o
n
a
chorum
et
fam
ulorum
’:
C
,
n
o
3618(a
o1087).
cf.
n
o
s2995,3850,3607.
（
７
）
ポ
ン
ス
の
シ
ス
マ
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。G
.Tellenbach,
“D
er
Sturz
d
e
s
A
btes
P
ontius
v
o
n
C
luny
u
nd
s
eine
geschichtliche
B
edeutung”,Quellen
u
nd
F
orschungen
a
u
s
italienischen
A
rchiven
u
nd
B
ibliotheken
42(1963),
13-35.;
H
.E
.J.C
ow
drey,“A
bbot
Pontius
of
C
luny(1109-22/6)”,
Studi
G
regoriani
X
I(1978),
177-277.;
J.W
ollasch,
“D
as
Schism
a
d
e
s
A
btes
Pontius
v
o
n
C
luny”,
F
rancia
23(1996),31-52.
関
口
武
彦
「
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
改
革
教
皇
権
」（『
西
洋
史
研
究
』
新
輯
第
二
十
五
号
、
一
九
九
六
年
、
一
―
三
〇
頁
）。
（
８
）‘c
o
n
c
o
rdia
tam
M
o
n
a
chorum
,
quam
B
urgensium
C
lunien-
sium
’:
M
.M
arrier(éd.),
B
ibliotheca
C
luniacensis
.
P
a
ris
1614(repr.M
âcon
1915
）（
以
下
、B
ibl.C
.
と
略
記
）c
ol.1623.
（
９
）M
.C
hibnall(ed.
a
nd
transl.),
The
E
c
clesiastical
H
istory
of
O
rderic
V
italis
.
v
ol.V
I,O
xford
1978,312-13.
（
10
）P.Sim
on(ed.),
B
ullarium
Sacri
O
rdinis
C
luniacensis
.
L
yon
1680
（
以
下
、B
ull.C
.
と
略
記
）43-44.
（
11
）
‘B
urgenses
etiam
d
e
thesauro
C
luniacensi
M
onasterio
re
stituendo’:ibid
.
,44.
（
12
）‘ut
n
o
stis
sine
rege
et
principe
e
xistens’:
G
.C
onstable(ed.),
The
L
e
tte
rs
of
P
eter
the
V
enerable
.
v
ol.I,
C
a
m
bridge,
M
assachusetts
1967
(
以
下
、LP
V
と
略
記
）L
etter
21(42).
‘ut
quia
sine
rege,
sine
duce,
sine
principe
e
st’:
ibid
.
,
L
etter
172(408).
（
13
）“Form
a
s
a
c
ra
m
e
n
ti
quod
Petrus
V
enerabilis
burgensibus
cluniacensibus
et
hom
inibus
decaniarum
im
posuit”:
C
,
n
o
4098
bis(a
o1145).
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
七
（
14
）
関
口
、
前
掲
論
文
、
一
二
―
一
五
頁
。C
f.G
.C
onstable,
“
《Fam
uli
》
a
nd
《c
o
n
v
e
rsi
》at
C
luny:
A
n
ote
o
n
S
tatute
24
of
Peter
the
V
enerable”,R
evue
bénédictine
83(1973),326-50.
（
15
）J.-H
.Pignot,
H
istoire
de
l’O
rdre
d
e
C
luny
depuis
la
fo
ndation
de
l’Abbaye
ju
squ’
à
la
m
o
rt
d
e
P
ierre-le-Vénérable(909-
1157)
.
t
.
,Paris/A
utun
1868,396-98.;G
.D
uby,La
so
ciété
…,
313.
（
16
）‘Inveni
u
niversos
adiacentes
n
obis,
m
ilites,
c
a
stellanos,
ipsos
in
s
uper
c
o
m
ites
et
duces
B
urgundiae
n
o
strae,
v
elut
a
u
re
a
e
u
t
dicitur
fo
rtu
n
ae
inhiare,
et
quasi
a
rgentei
fum
i
nidore
attractos,
ad
a
rm
a
su
m
e
nda
n
o
stros
u
ndique
c
o
n
citare.’:
LP
V
,L
etter
191(442).
（
17
）Ibid
.
,L
etter
191(443).
二
　
修
道
院
長
の
分
裂
選
挙
と
修
道
院
の
危
機
第
九
代
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
の
死
（
一
一
五
六
・
一
二
・
二
五
）
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
の
不
安
な
時
代
の
幕
開
き
で
あ
っ
た
。「
法
は
葬
ら
れ
、
平
和
は
崩
れ
お
ち
、
秩
序
は
失
わ
れ
た
（
１
）
」
と
後
に
彼
の
墓
碑
銘
は
述
べ
て
い
る
。「
宗
教
問
題
で
は
、
古
い
も
の
を
修
復
す
る
よ
り
は
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
方
が
容
易
で
あ
る
（
２
）
」
と
ピ
エ
ー
ル
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
に
宛
て
て
書
い
て
い
る
が
、
ピ
エ
ー
ル
の
こ
の
言
葉
は
、
巨
大
な
組
織
に
な
っ
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
会
を
維
持
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
の
後
縦
者
を
め
ぐ
っ
て
修
道
士
の
あ
い
だ
で
意
見
が
対
立
し
た
（
３
）
。
降
誕
祭
か
ら
十
五
週
の
ち
の
復
活
祭
後
第
二
主
日
（dominica
de
Pastore
bono
）
に
当
る
四
月
十
四
日
に
、
二
党
派
の
そ
れ
ぞ
れ
が
新
院
長
を
選
出
し
た
大
多
数
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
は
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
グ
ロ
（Robertus
Grossus,Robert
le
Gros
）
を
、
少
数
の
い
わ
ゆ
る
「
良
識
派
」（sanior
pars
）
は
ユ
ー
グ
・
ド
・
フ
ラ
ザ
ン
ス
（Hugues
de
Frazans
）
を
院
長
に
選
出
し
て
い
る
。
当
該
選
挙
に
関
す
る
唯
一
の
資
料
は
、
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
修
道
院
長
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ト
リ
ニ
ー
の
『
年
代
記
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
は
、
乱
入
と
言
っ
て
も
い
い
慌
た
だ
し
い
選
挙
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
の
親
戚
に
当
る
半
俗
人
セ
ミ
ラ
イ
ク
ス
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
グ
ロ
を
彼
の
一
族
を
考
慮
に
い
れ
て
選
出
し
た
。
他
方
、
長
老
修
道
士
や
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
か
ら
司
牧
職
に
就
い
た
良
識
あ
る
人
た
ち
は
彼
の
選
出
に
反
対
し
た
（
５
）
」
と
。
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
グ
ロ
は
ま
だ
聖
職
に
叙
階
さ
れ
て
い
な
い
「
俗
人
修
道
士
」
（conversus,Laienmonch （６
）
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
有
力
一
門
の
出
身
が
考
慮
さ
れ
て
大
多
数
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
か
ら
支
持
さ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
よ
う
。
ロ
ベ
ー
ル
は
マ
コ
ネ
地
方
の
名
門
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
＝
ユ
ク
セ
ル
家
の
出
身
で
あ
る
（
７
）
。
当
家
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
の
強
敵
で
あ
る
半
面
、
ま
た
有
能
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
八
Ⅲ
な
人
材
を
修
道
院
に
送
り
こ
ん
で
も
い
る
。
ロ
ベ
ー
ル
の
二
人
の
大
伯
父
ジ
ョ
ス
ラ
ン
と
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
修
道
院
長
ユ
ー
グ
の
下
で
コ
ン
ヴ
ェ
ル
ス
ス
な
が
ら
も
院
長
代
行
プ
リ
オ
ル
に
ま
で
昇
進
し
た
人
物
で
あ
る
（
８
）
。
ユ
ー
グ
は
晩
年
に
第
三
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
建
設
工
事
で
騒
々
し
い
ク
リ
ュ
ニ
ー
を
離
れ
、
ベ
ル
ゼ
・
ラ
・
ヴ
ィ
ルBerze-
la-Ville
に
滞
在
す
る
機
会
が
増
え
た
が
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
出
身
の
数
名
の
修
道
士
が
こ
こ
で
彼
の
側
近
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
（
９
）
。
彼
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
会
計
係
、
サ
ン
・
マ
ル
セ
ル
・
ド
・
シ
ヤ
ロ
ン
支
院
長
を
経
て
、
兄
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
死
後
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
院
長
代
行
に
就
任
し
た
。
次
代
院
長
ポ
ン
ス
が
彼
を
更
迭
し
な
か
っ
た
の
は
、
一
門
の
権
勢
を
恐
れ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
ユ
ー
グ
か
ら
ピ
エ
ー
ル
ま
で
の
四
代
の
院
長
に
院
長
代
行
と
し
て
仕
え
た
。
プ
ラ
ン
シ
オ
ン
＝
ユ
ク
セ
ル
家
出
身
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
は
、
当
家
と
修
道
院
の
争
い
に
際
し
て
は
、
調
停
者
と
し
て
双
方
の
利
害
の
調
整
を
は
か
り
緊
張
の
緩
和
に
努
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
城
主
ラ
ン
ド
リ
・
ル
・
グ
ロ
が
「
商
業
上
の
理
由
で
あ
れ
巡
礼
の
た
め
で
あ
れ
」《seu
causa
negotiationis,
seu
orationis
》
領
内
を
通
過
す
る
す
べ
て
の
者
に
課
し
た
通
行
税
《peditura
》
を
兄
弟
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
修
道
院
は
三
百
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
買
い
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ラ
ン
ド
リ
と
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
協
力
し
て
、
寄
進
地
に
隣
接
す
る
森
林
で
の
樹
木
伐
採
権
、
家
畜
の
放
牧
権
、
池
沼
で
の
漁
労
権
を
修
道
士
に
保
証
し
て
い
る
。
ラ
ン
ド
リ
の
息
子
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
新
た
に
課
し
た
護
送
税
を
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
は
六
百
三
十
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
っ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
九
′
（
10
）（
11
）
プランシオン＝ユクセル家の系図
ジョスラン３世 ベルナール４世 ランドリ Ｍ Ｍ Ｆ
［クリュニー修道士］ ［クリュニー修道士］ （d.1110）
（d.c.1108） （d.c.1129）
ベルナール3世　　　エルマンガルド
（d.1070）
ジョスラン ベルナール5世 F［フランドル伯の妹］ ランドリク ギィ Ｍ
（d.1148）
ジョスラン4世 F［シャロン伯の妹］ ユーグ アンリ ランドリク ロベール
（d.c.1175） ［マコン教会参事会員］ ［クリュニー修道士］
（d.1157）
アンリ1世 ベアトリクス ベルナール ギョーム
（d.1206）
アンリ2世 ジョスラン5世 エリザベート バルテレミー
（d.1250）
アンリ3世 ギョーム
［シャロン教会参事会員］
放
棄
さ
せ
た
が
、
そ
の
仲
介
の
労
を
と
っ
た
の
は
伯
父
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
回
十
字
軍
に
出
征
す
る
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
た
い
し
て
、
修
道
院
領
内
で
の
城
の
構
築
、
軍
隊
の
宿
営
、
タ
イ
ユ
の
賦
課
、
裁
判
権
行
使
の
放
棄
を
誓
約
さ
せ
た
と
き
に
も
、
誓
約
文
書
の
証
人
に
息
子
の
ロ
ベ
ー
ル
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
を
継
い
だ
息
子
の
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
領
内
で
犯
し
た
数
々
の
不
正
を
償
う
約
束
を
し
た
あ
と
で
リ
ヨ
ン
大
司
教
か
ら
破
門
を
解
か
れ
た
が
、
ロ
ベ
ー
ル
は
誓
約
書
の
証
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ロ
ベ
ー
ル
の
母
親
は
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
テ
ィ
エ
リ
・
ダ
ル
ザ
ス
の
妹
で
あ
り
、
ロ
ベ
ー
ル
な
る
名
前
は
母
方
の
大
伯
父
と
曾
祖
父
に
当
る
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
の
名
前
で
あ
る
。
こ
の
曾
祖
父
は
フ
ラ
ン
ス
王
ロ
ベ
ー
ル
二
世
（
敬
虔
王
）
の
孫
に
当
る
。
つ
ま
り
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
グ
ロ
は
母
方
の
血
筋
を
通
し
て
フ
ラ
ン
ス
王
家
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ロ
ベ
ー
ル
名
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
名
と
共
に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
家
の
伝
承
名
（Leitname
）
な
の
で
あ
る
。
ロ
ベ
ー
ル
は
大
伯
父
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
下
で
奉
献
児
童
と
し
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
入
り
、
修
道
誓
願
を
立
て
た
の
は
一
一
三
〇
年
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
一
一
四
〇
年
代
の
一
時
期
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
に
隣
接
す
る
ポ
ン
テ
ュ
ー
の
ア
ブ
ヴ
ィ
ルAbbeville
支
院
長
を
つ
と
め
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
に
選
出
さ
れ
た
と
き
に
は
四
十
歳
を
少
々
越
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ベ
ー
ル
は
選
出
後
、
教
皇
の
承
認
を
得
る
た
め
に
ロ
ー
マ
に
行
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
分
裂
選
挙
を
耳
に
し
て
い
た
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
は
、
ロ
ベ
ー
ル
を
正
当
な
院
長
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
憔
悴
し
た
一
行
は
ロ
ー
マ
を
あ
と
に
し
た
が
、
帰
国
の
途
次
、
不
慮
の
災
難
に
襲
わ
れ
て
命
を
落
し
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。「
ロ
ベ
ー
ル
は
、
彼
の
仲
間
と
一
緒
に
ロ
ー
マ
か
ら
の
帰
路
、
死
ん
だ
」
と
ト
リ
ニ
ー
の
『
年
代
記
』
は
述
べ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
盗
賊
に
襲
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
ユ
イ
ゲ
ベ
ー
ル
は
推
測
し
て
い
る
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
三
支
院
（
サ
ン
・
ソ
ル
ヴ
、
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
・
シ
ヤ
ン
、
ロ
ン
ボ
ン
）
の
ネ
ク
ロ
ロ
ギ
ウ
ム
に
は
、
十
一
月
十
二
日
の
欄
に
ロ
ベ
ー
ル
の
名
前
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
の
大
多
数
の
支
持
を
集
め
な
が
ら
も
ロ
ベ
ー
ル
が
修
道
院
長
に
就
任
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
た
い
す
る
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
＝
ユ
ク
セ
ル
家
の
敵
意
を
掻
き
た
て
る
結
果
に
な
っ
た
。
か
く
て
少
数
派
が
推
し
た
候
補
ユ
ー
グ
・
ド
・
フ
ラ
ザ
ン
ス
が
修
道
院
長
に
就
任
し
た
。
ユ
ー
グ
三
世
は
ド
ゥDoubs
川
流
域
の
フ
ラ
ザ
ン
ス
（
ド
ル
と
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
中
間
地
域
）
を
拠
点
と
す
る
城
主
貴
族
の
後
裔
で
あ
る
。
彼
の
父
ユ
バ
ル
ド
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
伯
ル
ノ
ー
三
世
（
一
一
四
八
年
没
）
の
封
臣
で
あ
り
、
ユ
ー
グ
は
最
初
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
支
院
ヴ
ォ
ー
・
ス
ュ
ル
・
ポ
リ
ニ
ーVuax-sur-
Poligny
（
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
南
東
五
十
キ
ロ
）
に
奉
献
児
童
と
し
て
入
院
し
た
。
つ
い
で
ク
リ
ュ
ニ
ー
に
行
き
、
一
一
四
〇
年
代
半
ば
に
院
長
代
行
に
就
任
し
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
の
死
後
、
お
そ
ら
く
一
部
の
従
属
院
長
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
出
身
の
高
位
聖
職
者
（
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
司
教
へ
ン
リ
、
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
の
司
教
枢
機
イ
マ
ル
ス
な
ど
）
の
支
持
を
得
て
院
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
一
五
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
一
〇
（
12
）
（
13
）
（
14
）
（
15
）
（
17
）
（
16
）
年
に
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
伯
ル
ノ
ー
三
世
の
娘
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
が
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
と
結
婚
し
た
た
め
に
、
ユ
ー
グ
自
身
が
帝
国
よ
り
の
姿
勢
を
強
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
ユ
ー
グ
の
院
長
就
任
直
後
に
、
修
道
院
領
が
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
＝
ユ
ク
セ
ル
家
の
侵
略
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
事
情
を
彼
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
宛
て
た
書
簡
が
伝
え
て
い
る
。「
あ
な
た
の
も
と
に
出
掛
け
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
理
由
に
よ
っ
て
我
々
の
計
画
は
妨
げ
ら
れ
ま
し
た
。
教
皇
睨
下
が
断
罪
し
た
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
グ
ロ
の
一
族
が
至
る
と
こ
ろ
で
ク
リ
ュ
ニ
ー
教
会
を
不
安
に
お
と
し
い
れ
、
我
々
の
新
し
い
農
園
に
深
刻
な
災
い
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
教
皇
猊
下
を
訪
問
す
る
予
定
で
お
り
、
そ
の
た
め
の
旅
行
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
。
ユ
ー
グ
の
院
長
就
任
後
に
、
さ
ら
な
る
難
題
が
待
受
け
て
い
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
死
後
に
起
っ
た
新
教
皇
の
分
裂
選
挙
と
シ
ス
マ
で
あ
る
（
一
一
五
九
・
九
・
七
）。
枢
機
　
団
の
多
数
派
は
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
を
支
持
し
、
少
数
の
皇
帝
派
枢
機
　
は
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
（
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
）
を
支
持
し
た
。
当
時
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
出
身
の
枢
機
　
は
イ
マ
ル
ス
た
だ
一
人
で
あ
り
、
彼
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
は
ユ
ー
グ
の
決
断
に
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
族
の
立
場
か
ら
い
っ
て
も
皇
帝
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
ユ
ー
グ
は
、
結
局
対
立
教
皇
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
支
持
に
踏
み
切
り
、
翌
年
二
月
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
パ
ヴ
ィ
ア
に
招
集
し
た
教
会
会
議
に
出
席
し
て
、
そ
の
政
治
的
旗
幟
を
鮮
明
こ
し
た
。
し
か
し
ユ
ー
グ
が
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
支
持
を
決
断
す
る
ま
で
に
は
、
少
な
か
ら
ず
た
め
ら
い
と
苦
悩
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ヘ
リ
フ
ォ
ー
ド
司
教
か
ら
ロ
ン
ド
ン
司
教
に
転
任
し
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
フ
ォ
リ
オ
に
宛
て
た
ユ
ー
グ
の
書
簡
（
一
一
六
三
）
は
、
幾
分
弁
解
め
い
て
は
い
る
が
、
彼
の
内
面
の
葛
藤
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
部
分
を
訳
出
し
て
お
こ
う
。「
我
々
が
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
派
に
傾
い
た
と
聞
い
て
、
あ
な
た
は
さ
ぞ
か
し
当
惑
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
不
安
を
抱
く
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
我
々
は
決
し
て
彼
に
執
着
し
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
皇
帝
の
要
請
、
約
束
、
脅
し
、
追
従
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
屈
服
し
た
の
で
も
な
い
か
ら
で
す
。
我
々
は
皇
帝
へ
の
情
愛
ゆ
え
に
彼
が
パ
ヴ
ィ
ア
に
開
催
し
た
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
王
国
と
帝
国
の
は
ざ
ま
に
あ
り
ま
す
《In
confinio
regni
et
imperii
sumus
》。
ゲ
ル
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ロ
シ
ア
、
ロ
レ
ー
ヌ
、
ソ
ー
ヌ
川
以
東
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
大
半
、
リ
ヨ
ン
州
は
皇
帝
と
共
に
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
殿
に
従
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
我
々
が
皇
帝
に
同
意
し
な
け
れ
ば
、
彼
は
我
々
が
帝
国
に
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
を
奪
い
取
る
と
脅
迫
し
て
い
る
の
で
す
。
我
々
が
そ
の
権
力
の
う
ち
に
あ
る
マ
コ
ン
伯
は
皇
帝
の
言
葉
に
お
い
て
誓
約
し
《juravit
in
verba
imperatoris
》、
彼
の
剣
を
ぬ
い
て
我
々
の
喉
元
に
突
き
つ
け
て
い
ま
す
。
リ
ヨ
ン
大
司
教
は
、
彼
の
属
司
教
と
共
に
我
々
の
頭
上
に
ア
ナ
テ
マ
を
宣
告
し
よ
う
と
身
構
え
て
い
ま
す
。
他
方
、
王
国
に
い
る
枢
機
　
た
ち
は
、
我
々
に
祝
福
で
は
な
く
て
呪
詛
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
と
イ
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
一
一
（
18
）
ギ
リ
ス
人
の
王
は
、
も
し
も
我
々
が
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
に
服
従
し
な
い
な
ら
ば
、
王
国
に
我
々
が
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
を
根
絶
や
し
に
す
る
と
脅
し
て
い
る
の
で
す
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
会
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
《Corpus
Cluniacensis
ecclesiae
》
は
切
り
離
し
え
な
い
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
帝
国
内
に
、
も
う
一
つ
は
王
国
内
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
を
失
お
う
と
も
、
そ
れ
は
我
々
に
と
っ
て
災
い
で
す
。
我
々
は
ス
ザ
ン
ナ
（
ダ
ニ
エ
ル
書
第
十
三
章
）
の
よ
う
に
困
難
に
取
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ス
ザ
ン
ナ
同
様
に
、
我
々
は
神
の
奇
跡
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
全
能
の
右
手
（
詩
篇
六
三
・
九
）
は
、
我
々
を
救
出
す
る
の
に
無
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
神
が
我
々
を
解
放
し
よ
う
と
決
意
な
さ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
直
ち
に
救
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
我
々
は
中
立
を
維
持
し
て
お
り
、
王
道
《regia
via
》。
を
取
ろ
う
と
決
め
た
の
で
す
。」
強
力
な
聖
俗
権
力
に
囲
繞
さ
れ
翻
弄
さ
れ
て
苦
悩
す
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
を
妨
彿
さ
せ
る
書
簡
で
あ
ろ
う
。
ユ
ー
グ
は
一
一
六
一
年
に
修
道
院
長
を
廃
位
さ
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
主
宰
し
た
ト
ゥ
ー
ル
教
会
会
議
（
一
一
六
三
・
五
）
に
お
い
て
、
対
立
教
皇
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
、
ケ
ル
ン
大
司
教
ラ
イ
ナ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ッ
セ
ル
ら
と
共
に
正
式
に
破
門
、
断
罪
さ
れ
た
。
こ
の
直
後
に
ユ
ー
グ
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
を
去
り
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
保
護
を
求
め
て
帝
国
に
赴
い
て
い
る
。
シ
ス
マ
を
お
わ
ら
せ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
和
議
（
一
一
七
七
）
の
後
に
も
彼
が
生
存
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
が
、
晩
年
の
消
息
に
つ
い
て
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
が
対
立
教
皇
を
支
援
し
た
た
め
に
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
に
た
い
す
る
教
皇
の
怒
り
は
容
易
に
は
解
け
な
か
っ
た
。
お
の
れ
を
支
持
し
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
傘
下
の
修
道
院
、
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
と
サ
ン
・
ジ
ル
を
ク
リ
ュ
ニ
ー
か
ら
独
立
さ
せ
て
い
る
（
一
一
六
二
、
一
一
六
八
）。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
そ
の
二
十
二
年
に
お
よ
ぶ
教
皇
在
任
中
に
三
十
四
名
の
枢
機
　
を
任
命
し
た
が
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
か
ら
は
つ
い
に
一
人
の
枢
機
　
も
任
命
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
一
六
三
年
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
に
正
式
に
就
任
し
た
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
一
世
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伯
家
の
出
身
で
あ
る
。
サ
ン
・
マ
ル
セ
ル
・
ド
・
シ
ャ
ロ
ン
支
院
長
を
歴
任
し
て
い
る
。
ユ
ー
グ
三
世
の
失
脚
に
よ
っ
て
帝
国
と
の
関
係
は
疎
遠
に
な
り
、
皇
帝
と
の
友
好
を
維
持
し
て
い
る
一
部
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
諸
侯
と
の
関
係
は
冷
却
し
て
い
っ
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
従
属
院
パ
レ
・
ル
・
モ
ニ
ア
ル
Paray-le-Monial
の
ア
ヴ
リ
ー
（
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
）
を
め
ぐ
っ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
対
立
し
て
い
た
シ
ャ
ロ
ン
伯
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。
一
一
六
六
年
春
に
伯
の
息
子
に
率
い
ら
れ
た
ブ
ラ
バ
ン
人
傭
兵
隊
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
領
地
を
侵
害
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
干
戈
を
交
え
て
五
百
名
以
上
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
。
一
一
四
五
年
に
結
ば
れ
た
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
協
定
が
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
に
い
か
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
か
は
、
そ
の
犠
牲
者
が
修
道
会
の
ネ
ク
ロ
ロ
ギ
ウ
ム
に
お
い
て
特
別
に
記
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
推
察
で
さ
よ
う
。
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
・
シ
ャ
ン
修
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
一
二
（
19
）
（
20
）
（
21
）
（
22
）
道
院
の
ネ
ク
ロ
ロ
ギ
ウ
ム
に
は
、
そ
の
七
月
十
四
日
の
欄
に
次
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。「
ペ
ト
ル
ス
を
は
じ
め
多
数
の
者
が
死
去
。
彼
ら
は
自
由
の
擁
護
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
教
会
へ
の
忠
誠
の
た
め
に
ブ
ラ
バ
ン
人
に
よ
っ
て
殺
戮
さ
れ
た
。
内
陣
に
お
い
て
フ
ー
ド
付
き
マ
ン
ト
を
着
て
聖
務
が
執
り
行
わ
る
べ
し
」
と
。
こ
の
事
件
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
が
ル
イ
七
世
に
フ
ラ
ン
ス
王
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
て
、
マ
コ
ネ
地
方
の
秩
序
回
復
の
た
め
に
王
の
干
渉
を
要
請
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
年
夏
に
、
皇
帝
と
の
関
係
悪
化
を
お
そ
れ
て
救
援
を
た
め
ら
っ
て
い
た
ル
イ
王
は
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
つ
い
に
マ
コ
ネ
遠
征
に
踏
み
切
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
王
と
し
て
は
、
お
よ
そ
二
百
年
ぶ
り
の
マ
コ
ネ
出
征
で
あ
る
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
ア
ン
リ
、
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
伯
ギ
ョ
ー
ム
を
従
え
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
入
っ
た
王
は
、
シ
ャ
ロ
ン
を
経
て
モ
ン
・
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
ま
で
軍
を
進
め
た
。
シ
ャ
ロ
ン
伯
は
王
に
服
従
を
誓
う
ま
で
領
地
を
差
し
押
え
ら
れ
、
后
妃
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
の
い
と
こ
で
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
忠
臣
で
あ
っ
た
マ
コ
ン
白
ジ
ラ
ー
ル
と
シ
ャ
ロ
ン
伯
の
妹
を
娶
っ
て
い
た
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
＝
ユ
ク
セ
ル
城
主
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は
、
ル
イ
王
に
帰
順
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
王
は
、
本
遠
征
に
お
い
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
北
方
二
十
キ
ロ
に
あ
る
修
道
院
の
領
地
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
グ
ーSaint-Gengoux
を
マ
コ
ネ
支
配
の
政
治
・
軍
事
的
拠
点
と
し
た
。
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
グ
ー
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
、
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
、
シ
ャ
ロ
ン
、
シ
ャ
ロ
レ
に
伸
び
る
街
道
の
交
叉
点
に
位
置
し
、
交
通
の
要
衝
に
当
っ
て
い
た
。
ル
イ
王
は
こ
こ
に
要
塞
《munitiones
》
を
築
き
、
守
備
隊
を
配
置
し
た
。
住
民
か
ら
の
祭
壇
収
入
は
修
道
院
に
帰
属
し
た
が
、
裁
判
権
、
バ
ナ
リ
テ
、
漁
労
権
に
伴
う
収
入
に
つ
い
て
は
、
王
と
修
道
院
と
の
あ
い
だ
で
折
半
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
。
国
王
に
よ
っ
て
当
地
に
任
命
さ
れ
た
代
官
《praepositus
》
は
、
就
任
前
に
王
と
修
道
院
長
の
双
方
に
た
い
し
て
忠
誠
を
誓
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
コ
ネ
の
交
通
・
軍
事
上
の
要
地
を
フ
ラ
ン
ス
王
と
修
道
院
長
が
共
同
領
主
権
パ
リ
ア
ー
ジ
ュ
下
に
お
い
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
フ
ラ
ン
ス
王
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
観
念
的
な
保
護
権
の
要
求
と
は
異
な
り
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
実
効
的
支
配
の
第
一
歩
が
こ
こ
に
踏
み
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
年
後
の
一
一
六
九
年
に
、
ル
イ
王
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
に
付
与
し
た
特
許
状
の
中
で
同
修
道
院
を
「
我
が
王
国
の
よ
り
高
貴
な
肢
体
」《nobilius
membrum
regni
nostri
》
と
言
い
、
そ
の
従
属
院
ア
ン
ビ
エ
ル
ルAmbierle
を
「
王
国
の
偉
大
な
肢
体
」《magnum
hujus
regni
membrum
》
と
呼
ん
で
い
る
。
ル
イ
王
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
そ
の
従
属
院
を
フ
ラ
ン
ス
王
の
監
督
下
に
あ
る
修
道
院
と
見
做
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
（
１
）‘jus
sepelitur,pax
c
adit,
o
rdojacet’:B
ibl.C
.
,
c
ol.1659.
（
２
）‘in
n
egotio
religionis
fa
cilius
possunt
n
o
v
a
fundari
quam
v
etera
reparari’:LP
V
,L
etter
23(43).
（
３
）
分
裂
選
挙
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。N
.H
uyghebaert,
“U
ne
c
rise
à
C
luny
e
n
1157:
L
’Élection
d
e
R
obert
le
G
ros,
s
u
c
c
e
sse
u
r
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
一
三
（
23
）
（
24
）
（
25
）
（
26
）
de
Pierre
le
V
énérable”,
R
evue
bénédictine
93(1983),
337-
53;G
.C
onstable,
“The
A
bbots
a
nd
A
nti-A
bbot
of
C
luny
during
the
p
apal
Schism
of
1159”,
R
evue
bénédictine
94(1984),
370-400.
（
４
）
‘D
ies
s
u
c
c
e
s
s
o
ris
ejus(=Petrus
V
enerabilis)
eligendi
a
N
ativitate
D
om
ini
u
sque
ad
D
om
inicam
qua
in
E
cclesia
d
e
Pastore
bono
boni
Pastoris
v
e
rba
re
citantur
per
15
h
ebdom
adas
dilatus
e
st.’:
Bibl.C
.
,
c
ol.1624.
本
『
年
代
表
』（C
hronologia
）
に
も
、
ま
た
修
道
院
の
『
年
代
記
』（C
hronicon:Bibl.C
.
,
c
ols.1627
et
seq.
）
に
も
、
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
グ
ロ
ス
ス
へ
の
言
及
は
な
い
。
（
５
）‘M
onaci
claustrales
C
luniaci
tu
m
ultuaria
electione
im
m
o
intrusione,
quendam
s
e
m
ilaicum
R
otbertum
G
ro
s
s
u
m
,
c
ognatum
c
o
m
itis
Frandriae,
pro
p
a
re
n
tela
s
u
a
elegerunt,
re
clam
antibus
m
aturioribus
viris
et
honestis
personis,quae
d
e
e
odem
m
o
n
a
sterio
ad
pastoralem
c
u
ra
m
a
ssu
m
ptae
fuerant’:
R
.H
ow
lett(ed.),
T
he
C
hronicle
of
R
obert
of
T
origni,in:
C
hronicles
of
the
reigns
ofStephen,H
enry
,
a
nd
Richard
❷
(Rolls
Series
82)
London,1882-86(Kraus
reprint1964),192.
（
６
）「
俗
人
修
道
士
」(conversus
）
は
、
聖
職
に
は
叙
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
養
育
児
童
」（pueri
n
utriti)
や
「
歌
隊
修
道
士
」（c
a
ntores
）
同
様
に
修
道
院
の
正
規
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
シ
ト
ー
会
の
「
助
修
士
」
（
労
働
修
士
）
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。cf.
W
.T
eske,
op.cit
.
,
10(1976),
248-322.;
11(1977),
288-339.;
C
.D
avis,
“T
he
C
onversus
of
C
luny:
W
as
h
e
a
lay-brother
?”,in:
E
.R
.E
lder(ed.),
B
enedictus.
Studies
in
honor
of
St
B
enedict
ofN
ursia
,K
alam
azoo,M
ichigan
1981,99-107.
（
７
）
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン=
ユ
ク
セ
ル
家
に
つ
い
て
は
、C
.B
.B
ouchard,
Sw
ord,
M
iter,
a
nd
C
loister.
N
obility
a
nd
the
C
hurch
in
B
urgundy,
980-1198
.
Ithaca
a
nd
L
o
ndon
1987,295-307
を
参
照
。
第
九
代
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
は
、
そ
の
『
奇
跡
録
』（D
e
M
iraculis
）
の
中
で
当
家
の
城
主
ベ
ル
ナ
ー
ル
（d.1070
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
彼
は
城
を
建
設
し
て
悪
行
の
限
り
を
尽
し
た
の
で
、
死
後
に
煉
獄
の
責
苦
に
あ
っ
た
。
彼
の
亡
霊
が
修
道
院
の
徴
税
役
人
を
介
し
て
、
院
長
ユ
ー
グ
に
助
け
を
求
め
た
。
ユ
ー
グ
は
施
与
と
ミ
サ
に
よ
っ
て
彼
の
魂
を
浄
罪
界
か
ら
救
出
し
て
や
っ
た
話
で
あ
る
。cf.
D
.B
outhillier(ed.),
P
etri
C
luniacensis
A
bbatis
D
e
M
iraculis
L
ibri
D
uo
(Corpus
C
hristianorum
,
C
ontinuatio
M
ediaevalis
L
X
X
X
III)
B
repols
1988,
Liber
Prim
us
ch.X
I,
40-42.
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三
　
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
協
定
シ
ャ
ロ
ン
伯
の
傭
兵
隊
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
殺
戮
事
件
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
は
、
聖
ユ
ー
グ
の
時
代
に
遡
る
プ
ー
ル
の
「
良
き
慣
習
と
慣
例
」《consuetudines
bonas
et
usus
》
を
後
世
に
伝
え
ん
が
た
め
に
、
こ
れ
を
成
文
化
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
院
長
は
故
実
に
詳
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
長
老
《viri
antiquiores,
viri
senes
》
を
一
堂
に
集
め
、
聖
ユ
ー
グ
以
来
の
古
き
良
き
法
を
判
告
さ
せ
て
記
述
し
た
の
で
あ
る
（
１
）
。『
慣
習
確
認
書
』
は
全
文
十
八
箇
条
か
ら
成
り
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
住
民
の
身
分
に
関
す
る
規
定
（
第
一
、
二
、
三
条
）、
処
罰
に
関
す
る
規
定
（
第
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
八
条
）、
結
婚
お
よ
び
遺
産
相
続
に
関
す
る
規
定
（
第
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
条
）、
そ
し
て
バ
ナ
リ
テ
に
関
す
る
規
定
（
第
十
五
、
十
六
、
十
七
条
）
で
あ
る
。
﹇
一
﹈「
も
し
も
誰
か
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
町
に
一
年
と
一
日
、
町
民civis
と
し
て
居
住
し
た
な
ら
ば
、
教
会
は
彼
を
教
区
民perrochianus
と
見
做
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
第
一
条
）、「
も
し
も
誰
か
が
当
地
の
居
住
者
で
あ
っ
て
教
会
の
教
区
民
と
見
做
さ
れ
て
い
る
者
を
セ
ル
フ
身
分
に
属
し
て
い
る
と
申
し
立
て
た
《de
servitute
interpellaverit
》
と
き
に
は
、
教
会
は
訴
え
ら
れ
た
者
を
彼
の
権
利
の
た
め
に
《pro
jure
》
支
援
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
第
二
条
）、
「
も
し
も
居
住
者
が
セ
ル
フ
で
あ
る
と
の
判
決
が
下
っ
た
と
き
に
は
、
教
会
は
彼
を
原
告
に
引
き
渡
さ
ず
に
、
被
告
が
彼
の
財
産
と
共
に
町
を
立
去
る
よ
う
に
命
令
し
、
許
可
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（
第
三
条
）。
い
ず
れ
も
ブ
ー
ル
移
住
者
に
た
い
し
て
寛
大
な
規
定
で
あ
る
。
社
会
的
流
動
性
の
高
さ
を
物
語
る
が
、
同
時
に
近
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
一
六
在
の
セ
ル
フ
が
領
主
権
を
逃
れ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ー
ル
に
住
み
着
く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
多
様
な
労
働
力
を
必
要
と
し
た
修
道
院
自
体
が
こ
の
よ
う
な
動
き
を
促
進
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
﹇
二
﹈「
も
し
も
当
地
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
な
い
し
居
住
民
の
誰
か
に
た
い
し
て
当
局
《potestas
loci
》
に
異
議
の
申
立
て
や
告
訴
が
な
さ
れ
た
ば
あ
い
に
、
被
告
が
法
を
守
る
用
意
が
あ
っ
て
適
切
な
保
証
を
提
供
し
た
と
き
に
は
、
彼
の
財
産
や
身
体
に
危
害
が
加
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」（
第
四
条
）、「
も
し
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
あ
い
だ
に
訴
訟
が
持
ち
上
っ
た
と
き
に
は
、
当
訴
訟
が
町
の
破
壊
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
《farctum
ville
》
と
呼
ば
れ
る
重
大
事
犯
に
当
ら
な
い
な
ら
ば
、
当
局
に
持
出
さ
れ
る
前
に
、
当
事
者
間
あ
る
い
は
隣
人
間
で
《per
se
vel
per
manum
vicinorum
》
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
そ
れ
が
暴
行
、
窃
盗
、
姦
通
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
種
の
犯
罪
の
譴
責
と
懲
罰
は
当
地
の
司
法
当
局
《magistratus
loci
》
に
委
ね
ら
れ
る
」（
第
五
条
）、「
流
血
を
伴
う
暴
行
や
傷
害
を
犯
し
た
者
は
六
十
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
罰
金
を
課
さ
れ
る
。
流
血
な
し
の
暴
行
を
犯
し
た
者
は
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
う
。
当
地
の
領
主
と
被
害
者
は
こ
こ
か
ら
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
ず
つ
を
受
取
る
」（
第
六
条
）、「
も
し
も
誰
か
が
あ
る
者
を
盗
人
、
セ
ル
フ
、
や
く
ざ
者putidus
、
偽
誓
者
、
癩
病
も
ち
、
裏
切
者
な
ど
と
呼
ん
で
町
当
局
に
告
訴
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
侮
辱
の
償
い
は
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
あ
る
。
当
地
の
領
主
と
被
害
者
が
こ
れ
を
折
半
す
る
」（
第
七
条
）、「
も
し
も
誰
か
が
窃
盗
で
有
罪
と
さ
れ
た
な
ら
ば
、
彼
の
財
産
と
身
体
は
領
主
の
決
断
と
慈
悲
の
も
と
に
《in
placito
et
miseratione
domini
》
お
か
れ
る
」（
第
八
条
）、「
姦
通
を
犯
し
た
者
に
た
い
す
る
処
罰
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
姦
夫
、
姦
婦
は
町
の
端
か
ら
端
ま
で
を
裸
に
な
っ
て
一
緒
に
走
り
通
す
べ
し
。
こ
れ
を
行
っ
た
あ
と
で
は
、
両
人
の
財
産
と
身
体
は
平
和
を
回
復
す
る
」（
第
九
条
）、「
も
し
も
誰
か
が
犯
し
た
罪
と
そ
の
処
罰
に
つ
い
て
、
の
ち
に
不
平
を
鳴
ら
し
て
告
訴
さ
れ
た
ば
あ
い
に
は
、
被
告
人
は
当
地
の
領
主
に
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
、
ま
た
彼
が
非
難
し
た
相
手
に
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
第
十
条
）、「
も
し
も
女
衒
や
娼
婦
《gluto
aut
meretrix
》
が
下
品
な
言
葉
や
し
ぐ
さ
に
よ
っ
て
、
た
し
な
み
の
あ
る
男
女
を
侮
辱
し
た
な
ら
ば
、
侮
辱
を
う
け
た
者
は
、
な
さ
れ
た
無
礼
に
た
い
し
て
直
ち
に
報
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
報
復
行
為
に
た
い
し
て
司
法
当
局
は
訴
え
を
聴
い
た
り
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
」（
第
十
八
条
）。
明
ら
か
な
よ
う
に
「
町
を
破
壊
す
る
罪
」（Bris
de
ville
）
と
呼
ば
れ
た
重
大
事
犯
（
殺
人
・
傷
害
・
窃
盗
）
の
裁
判
は
司
法
当
局
（
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
が
任
命
し
た
役
人
）
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
軽
罪
に
つ
い
て
は
ブ
ー
ル
住
民
の
協
議
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ブ
ー
ル
の
司
法
は
二
重
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
ブ
ー
ル
の
住
民
に
一
定
の
自
主
裁
判
権
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
司
法
当
局
に
告
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
罰
金
刑
（
通
常
は
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
）
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
、
制
裁
金
は
被
害
者
と
修
道
院
と
の
あ
い
だ
で
折
半
さ
れ
た
。
つ
ま
り
修
道
院
は
裁
判
収
益
金
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。
刑
罰
規
定
の
中
で
と
く
に
名
誉
に
関
す
る
罪
（
第
七
・
十
・
十
八
条
）
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
自
信
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
一
七
衿
持
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
﹇
三
﹈「
結
婚
し
た
者
が
彼
の
司
式
司
祭
に
た
い
し
て
敬
愛
の
念
か
ら
可
能
な
範
囲
で
、
パ
ン
、
ブ
ド
ウ
酒
、
お
よ
ぴ
肉
類
を
進
上
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
だ
が
司
祭
は
職
務
の
た
め
に
意
に
反
し
て
心
付
け
を
受
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。
結
婚
し
た
者
は
、
祝
宴
の
た
め
に
司
祭
に
金
銀
を
提
供
し
て
は
な
ら
ぬ
」（
第
十
一
条
）、
「
誰
か
が
遺
言
状
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
が
法
に
抵
触
し
な
い
な
ら
ば
、
遺
言
状
は
執
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
第
十
二
条
）、「
遺
言
を
残
さ
ず
に
死
ん
だ
者
の
財
産
は
、
親
族
の
う
ち
で
最
も
親
等
の
近
い
者
が
こ
れ
を
相
続
す
る
。
彼
は
死
者
を
埋
葬
し
、
死
者
の
魂
の
た
め
に
追
善
す
べ
き
で
あ
る
」（
第
十
三
条
）、「
遺
言
を
残
さ
ず
に
死
ん
だ
者
の
財
産
は
、
も
し
も
彼
に
相
続
人
や
妻
が
い
な
け
れ
ば
、
教
会
に
帰
属
す
る
」（
第
十
四
条
）。
遺
言
状
の
内
容
が
ブ
ー
ル
の
古
き
良
き
法
に
違
反
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
厳
正
に
執
行
さ
る
べ
き
こ
と
と
、
相
続
人
な
き
遺
産
が
修
道
院
の
所
有
に
帰
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
﹇
四
﹈「
販
売
用
の
パ
ン
を
製
造
す
る
者
は
、
パ
ン
を
焼
く
親
方
と
そ
の
仲
間
《furnerii
majoris
et
socii
sui
》
に
た
い
し
て
カ
マ
ド
の
使
用
料
と
し
て
一
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
（
四
分
の
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
）
な
い
し
相
当
額
の
練
り
粉
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（
第
十
五
条
）、「
販
売
用
で
は
な
く
自
家
用
《ad
comodendum
》
の
パ
ン
を
製
造
す
る
者
は
、
カ
マ
ド
の
使
用
料
と
し
て
二
分
の
一
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
な
い
し
相
当
額
の
練
り
粉
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（
第
十
六
条
）、「
一
セ
ク
ス
タ
リ
ウ
ス
の
粉
を
挽
く
と
き
に
は
、
水
車
の
使
用
者
は
収
穫
か
ら
主
の
降
誕
祭
ま
で
は
、
使
用
料
と
し
て
満
杯
の
カ
ッ
プ
一
杯
の
燕
麦
と
、
同
じ
く
カ
ッ
プ
一
杯
の
小
麦
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
主
の
降
誕
祭
か
ら
収
穫
期
ま
で
は
、
減
量
の
カ
ッ
プ
二
杯
で
納
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
一
セ
ク
ス
タ
リ
ウ
ス
以
下
の
粉
を
挽
く
者
は
、
そ
の
量
に
応
じ
た
使
用
料
を
納
め
る
べ
き
で
あ
る
」
（
第
十
七
条
）。
こ
の
三
箇
条
は
、
パ
ン
焼
き
カ
マ
ド
と
水
車
の
使
用
料
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
前
者
は
金
納
な
い
し
物
納
で
あ
り
、
後
者
は
二
種
類
の
物
納
か
ら
な
る
。
バ
ナ
リ
テ
特
権
は
修
道
院
に
と
っ
て
実
入
り
の
い
い
収
入
源
で
あ
っ
た
（
２
）
。
以
上
の
十
八
箇
条
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
町
の
古
き
良
き
慣
習
で
あ
り
、
ま
た
法
秩
序
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
修
道
院
当
局
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
協
調
の
成
果
と
し
て
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
地
位
の
向
上
は
、
修
道
院
と
有
力
領
主
と
の
あ
い
だ
に
交
わ
さ
れ
た
協
定
文
書
の
証
人
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
占
め
る
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
よ
う
。
一
例
を
示
し
た
い
。
前
述
の
ラ
・
ビ
ュ
シ
ュ
ー
ル
城
主
と
の
関
係
は
七
十
年
代
に
は
い
っ
て
再
び
緊
張
し
、
改
め
て
同
城
主
と
の
あ
い
だ
に
協
定
書
が
作
成
さ
れ
た
（
３
）
。「
前
回
の
協
定
書
に
は
幾
分
不
明
瞭
な
箇
所
が
あ
っ
た
か
ら
（
４
）
」
だ
と
同
文
書
は
述
べ
て
い
る
。
本
協
定
に
よ
れ
ば
、
修
道
院
側
は
同
城
主
に
三
百
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
ク
リ
ュ
ニ
ー
北
方
六
キ
ロ
に
あ
る
マ
シ
イMassilly
を
要
塞
化
す
る
こ
と
と
、
城
主
ユ
ー
グ
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
領
内
で
課
し
た
通
行
税
に
た
い
し
て
は
い
つ
で
も
異
議
申
立
て
が
で
き
る
こ
と
が
認
め
ら
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
一
八
れ
た
（
一
一
七
三
）。
同
文
書
の
証
人
に
は
十
名
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
、
三
名
の
騎
士
と
並
ん
で
九
名
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
七
年
後
に
は
ユ
ー
グ
の
息
子
グ
ィ
ド
と
の
あ
い
だ
に
協
定
が
結
ば
れ
た
（
５
）
。
修
道
院
は
グ
ィ
ド
に
三
百
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
っ
て
旧
来
の
諸
特
権
を
承
認
さ
せ
た
（
一
一
八
〇
）。
本
協
定
書
の
証
人
は
修
道
士
九
名
、
騎
士
六
名
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
十
七
名
か
ら
な
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ウ
エ
ー
ト
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
修
道
院
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
経
済
的
貢
献
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
富
裕
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
多
額
の
金
品
を
寄
進
し
て
修
道
士
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
す
で
に
ピ
エ
ー
ル
の
院
長
時
代
に
み
ら
れ
る
。「
現
世
に
お
い
て
富
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
」《in
seculo
bonis
exuberaret
》
ギ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
、
息
子
と
一
緒
に
修
道
院
に
入
る
決
意
を
固
め
た
（
６
）
。「
神
の
慈
愛
に
動
か
さ
れ
、
我
々
の
た
め
に
貧
者
に
な
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
方
（
キ
リ
ス
ト
）
の
た
め
に
彼
自
身
も
貧
者
に
な
る
べ
く
全
財
産
を
放
棄
し
て
、
息
子
と
共
に
修
道
院
の
規
律
に
身
を
委
ね
た
（
７
）
」
と
証
書
は
述
べ
て
い
る
。
院
長
テ
ィ
ボ
ー
の
時
代
に
は
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
そ
の
敬
虔
な
生
活
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
誰
よ
り
も
信
仰
が
厚
く
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
を
敬
愛
し
、
修
道
院
に
数
々
の
喜
捨
を
行
っ
た
。
彼
は
金
・
銀
器
や
祭
服
の
外
に
、
祭
壇
上
に
置
か
れ
て
い
る
「
宝
石
を
嵌
め
こ
み
、
金
を
被
せ
た
冠
」《coronam
deauratam
cum
lapidibus
》、「
宝
石
を
嵌
め
こ
ん
だ
金
の
桶
」《cupam
auream
cum
lapidibus
》、
金
と
銀
で
覆
わ
れ
た
燭
台
、
早
朝
ミ
サ
で
使
う
銀
製
の
カ
リ
ス
な
ど
を
修
道
院
に
寄
進
し
た
（
８
）
。「
ま
も
な
く
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
は
現
世
の
豪
奢
と
富
を
捨
て
て
、
我
々
の
も
と
で
修
道
服
を
ま
と
っ
た
。
彼
自
身
の
周
年
記
念
檮
の
た
め
に
銀
八
十
マ
ル
ク
（
三
千
二
百
ソ
リ
ド
ゥ
ス
）
を
寄
進
し
た
（
９
）
」
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
『
年
代
記
』
は
伝
え
て
い
る
。
前
述
の
一
一
七
三
年
の
協
定
文
書
に
証
人
と
し
て
副
署
し
た
九
名
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
中
に
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
・
デ
・
ボ
ス
コ
な
る
名
前
が
見
出
だ
さ
れ
る
。
ま
た
一
一
八
〇
年
の
協
定
文
書
に
副
署
し
た
十
七
名
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
中
に
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
名
を
持
つ
者
が
四
名
い
る
。『
年
代
記
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
は
、
こ
の
中
の
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
十
二
世
紀
半
ば
す
ぎ
に
は
、
騎
士
に
代
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
恩
顧
者
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
ユ
ー
グ
四
世
は
、
一
一
八
八
年
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ー
ル
の
慣
習
を
追
録
し
た
。「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
祖
先
が
正
当
な
手
続
き
に
よ
っ
て
我
々
の
先
任
者
か
ら
獲
得
し
た
良
き
慣
例
と
慣
習
を
、
彼
ら
が
自
由
か
つ
平
穏
に
享
受
し
、
…
こ
れ
ま
で
以
上
に
我
々
と
ク
リ
ュ
ニ
ー
教
会
に
た
い
し
て
従
順
で
あ
る
よ
う
に
」
彼
ら
に
対
価
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
承
諾
し
た
と
ユ
ー
グ
は
『
慣
習
補
足
書
』
の
前
文
で
述
べ
て
い
る
。
補
足
書
は
五
箇
条
か
ら
な
る
。
そ
の
内
容
は
、
土
地
所
有
権
の
保
証
規
定
（
第
一
、
二
条
）、
地
代
納
付
の
遅
滞
に
た
い
す
る
制
裁
措
置
（
第
三
条
）、
争
訟
に
際
し
て
弁
護
士
を
雇
う
こ
と
の
可
否
（
第
四
、
五
条
）
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
一
九
（
10
）
（
11
）
﹇
一
﹈
第
一
条
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
住
民
が
三
十
一
年
間
平
穏
裡
に
誰
か
ら
の
苦
情
も
な
く
占
有
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ぴ
と
も
当
該
住
民
の
所
有
権
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
提
訴
す
る
権
利
を
も
た
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
三
十
一
年
に
わ
た
る
占
有
の
縦
続
」《continuatio
possessionis
tricenarie
et
unius
anni
》
が
あ
れ
ば
、
当
該
物
件
に
た
い
し
て
所
有
権
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
第
二
条
は
、
盗
難
地
お
よ
び
略
取
さ
れ
た
土
地
の
購
入
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
盗
難
・
略
取
地
た
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
当
該
物
件
を
購
入
し
た
ば
あ
い
に
は
、
買
い
手
は
盗
み
の
か
ど
で
有
罪
に
な
る
。
こ
の
種
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
公
設
市
場
に
お
い
て
《in
communi
foro
》
そ
れ
を
購
入
し
た
と
き
に
は
、
彼
の
所
有
権
は
合
法
的
で
あ
る
。
﹇
二
﹈
年
サ
ン
ス
の
納
入
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
た
の
が
第
三
条
で
あ
る
。
領
主
の
役
人
《serviens
dominorum
》
は
、
納
入
で
き
な
い
者
か
ら
は
抵
当
を
と
り
、
七
日
後
に
そ
れ
を
売
却
す
る
《post
septem
dies
vadimonium
vendere
》。
地
代
納
付
者
が
抵
当
を
設
定
で
き
な
い
と
き
に
は
、
領
主
は
未
納
者
の
土
地
を
差
押
え
、
地
代
を
支
払
う
ま
で
こ
れ
を
配
下
に
留
め
お
く
。
ブ
ー
ル
に
土
地
を
所
有
す
る
複
数
の
領
主
（
修
道
院
長
は
そ
の
一
人
）
が
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
﹇
三
﹈
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
住
民
同
志
の
あ
い
だ
で
訴
訟
が
発
生
し
た
ば
あ
い
に
は
、
い
ず
れ
の
側
も
専
門
の
法
律
家
《legista
》
に
弁
護
を
依
頼
し
て
は
な
ら
な
い
。
争
訟
は
、
町
の
良
き
慣
例
に
の
っ
と
っ
て
《secundum
bonos
usus
ville
》
決
着
が
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
第
四
条
）。
外
部
の
者
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
住
民
に
た
い
し
て
訴
訟
を
お
こ
し
、
彼
が
「
経
験
を
つ
ん
だ
法
律
家
」
《legis
peritos
》
を
雇
っ
た
と
き
に
は
、「
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
法
律
家
を
弁
護
人
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」
《burgensis
Cluniacensis
legistam
advocatum
habere
poterit
》（
第
五
条
）
住
民
の
自
主
裁
判
権
を
規
定
し
た
第
四
条
は
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
一
世
下
の
『
慣
習
確
認
書
』
第
五
条
に
通
じ
る
。
第
五
条
に
は
、
住
民
の
連
帯
と
自
治
を
尊
重
す
る
か
た
わ
ら
、
外
部
の
人
間
に
た
い
し
て
は
断
固
と
し
て
争
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
戦
闘
的
な
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
十
三
世
紀
初
頭
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
そ
の
軍
事
力
に
お
い
て
近
隣
領
主
に
対
抗
し
う
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
城
主
一
門
と
の
あ
い
だ
の
紛
争
に
つ
い
て
述
べ
た
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
女
領
主
（
故
ジ
ョ
ス
ラ
ン
四
世
の
妻
）
と
息
子
た
ち
お
よ
び
家
臣
は
、
修
道
院
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
「
数
多
く
の
計
り
知
れ
な
い
不
正
」
《injurias
multas
et
immensas
》
を
働
い
た
の
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
そ
の
報
復
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
城
、
ナ
ン
ト
ン
城
（
ク
リ
ュ
ニ
ー
北
東
二
十
二
キ
ロ
）、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
家
配
下
の
町
シ
ャ
シ
ニ
ュ
ー
ルChassigneuls
ま
で
遠
征
し
、
こ
れ
ら
の
場
所
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
「
非
常
に
多
く
の
悪
事
を
働
い
た
」《mala
plurima
perpetrarunt
》。
本
紛
争
は
シ
ャ
ロ
ン
司
教
と
シ
ャ
ロ
ン
伯
夫
人
の
仲
裁
に
よ
り
、
両
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
柏
手
に
た
い
し
て
平
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
二
〇
（
12
）
和
を
誓
約
す
る
こ
と
で
決
着
を
み
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
側
の
対
応
に
つ
い
て
資
料
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ク
リ
ュ
ニ
ー
教
会
も
自
身
お
よ
び
そ
の
領
民
の
た
め
に
、
当
件
に
関
し
て
前
述
の
女
領
主
お
よ
び
そ
の
臣
下
と
和
平
に
達
し
た
。
教ヽ
会
と
町
の
合
同
評
議
会
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
二
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
、
当
和
平
が
す
べ
て
の
者
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
誓
約
し
た
」
と
。
十
三
世
紀
初
頭
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
実
力
の
伸
張
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
代
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
、
一
一
四
五
年
に
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
が
お
の
れ
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
た
如
き
柔
順
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
も
な
け
れ
ば
、
一
一
六
六
年
に
シ
ャ
ロ
ン
伯
麾
下
の
ブ
ラ
バ
ン
人
傭
兵
隊
に
よ
っ
て
殺
戮
さ
れ
た
よ
う
な
弱
体
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
も
な
い
。
攻
撃
を
仕
掛
け
ら
れ
れ
ば
「
強
力
な
武
器
を
手
に
し
て
」
《armata
manu
et
valida
》
報
復
に
で
る
武
装
集
団
と
し
て
の
一
面
を
も
っ
て
い
た
。
講
和
に
際
し
て
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
の
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
修
道
士
と
町
を
代
表
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
実
力
と
自
信
を
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
結
成
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
も
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
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こ
こ
に
十
二
世
紀
の
宗
教
運
動
の
影
響
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。「
裸
に
な
っ
て
裸
の
キ
リ
ス
ト
に
従
う
」《N
udus
n
udum
sequiC
hristum
》
の
警
句
を
文
字
通
り
実
践
す
る
者
は
十
二
世
紀
に
入
っ
て
急
増
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
の
模
倣
は
、
聖
堂
参
事
会
改
革
運
動
や
巡
歴
説
教
者
運
動
の
根
底
に
あ
っ
た
理
念
で
あ
る
。
関
口
武
彦
「
“D
iversi,
sed
n
o
n
-adversi”
」（『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
十
八
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
、
一
五
七
―
一
九
一
頁
）。
（
８
）B
ibl.C
.
,
c
ol.1662.
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
二
一
（
13
）
（
14
）
（
９
）‘Postm
odum
v
e
ro
relictis
se
c
uli
pom
pis
et
divitiis
habitum
apud
n
o
s
R
eligionis
s
u
s
c
epit,
et
80
m
a
rchas
a
rgenti
ad
faciendum
ejus
a
n
niversarium
d
edit.’:ibid
.
（
10
）C
,
n
o4329(a
o1188).
（
11
）‘ut
b
o
nis
u
sibus
et
c
o
n
su
etudinibus,
quas
a
ntecessores
e
o
ru
m
quoquom
odo,justo
ta
m
e
n
titulo,
a
predecessoribus
n
o
stris
obtinuerant,
libere
et
quiete
deinceps
u
tan
tu
r,
…n
obis
et
e
c
clesie
C
luniacensi
e
x
obnoxiis
reddam
us
obnoxiores,’:
ibid
.
（
12
）C
,
n
o4410(ann.1203-1215).
（
13
）‘E
cclesia
quoque
C
luniacensis,
e
x
parte
s
u
a
et
su
o
ru
m
,
ad
pacem
super
eisdem
v
e
nit
c
u
m
sepedicta
dom
ina
et
c
u
m
suis,
et
de
c
o
m
m
u
ni
c
o
n
silie
e
c
clesie
et
ville
juraverunt
duo
burgenses
C
luniacenses
hanc
pacem
ab
o
m
nibus
suis
e
sse
firm
iter
observandam
.’:ibid
.
（
14
）G
.C
onstable,
op.cit
.
,170-71.
こ
の
時
代
の
商
人
は
隊
商
を
組
ん
で
移
動
し
た
。
彼
ら
は
徴
税
役
人
と
か
け
あ
い
、
騎
士
に
債
務
の
返
済
を
促
し
、
道
中
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
武
装
し
て
戦
っ
た
。
そ
の
生
活
流
儀
は
農
民
よ
り
も
は
る
か
に
騎
士
に
近
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。cf.G
.D
uby,
La
so
ciété
a
u
x
X
I
e
etX
II
e
siècles
…,308-16.
結
び
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
結
成
は
、
ユ
ー
グ
四
世
か
ユ
ー
グ
五
世
の
院
長
在
任
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
１
）
。
ユ
ー
グ
五
世
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
側
の
代
表
と
協
議
し
、
対
外
遠
征
費
用
や
幾
多
の
損
害
の
補
償
請
求
を
修
道
院
が
取
下
げ
る
こ
と
を
条
件
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
放
棄
さ
せ
た
（
２
）
。
一
二
〇
六
年
十
月
二
十
一
日
の
日
付
を
も
つ
『
協
定
書
』
（concordia
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
ユ
ー
グ
は
以
下
の
こ
と
を
告
示
す
る
。
す
な
わ
ち
ベ
ル
ゼ
の
戦
い
や
コ
ミ
ュ
ー
ン
結
成
時
に
我
々
が
負
っ
た
出
費
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
彼
ら
を
通
じ
て
我
々
に
も
た
ら
さ
れ
た
過
去
の
諸
々
の
不
正
お
よ
び
損
害
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
た
い
し
て
我
々
が
こ
れ
ま
で
抱
い
て
き
た
一
切
の
苦
情
を
、
我
々
は
平
和
と
愛
の
利
益
の
た
め
に
取
下
げ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
義
務
と
誓
約
を
完
全
に
放
棄
し
た
。
か
く
て
我
々
と
彼
ら
と
の
あ
い
だ
に
は
確
固
た
る
全
き
平
和
が
更
新
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
す
べ
て
に
お
い
て
我
々
の
権
利
、
支
配
権
、
我
々
が
所
有
し
て
き
た
裁
判
権
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
結
成
前
に
我
々
と
彼
ら
と
の
あ
い
だ
に
分
別
を
も
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
成
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
そ
う
で
な
い
も
の
で
あ
れ
、
我
々
と
町
の
良
き
慣
例
と
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
古
き
慣
習
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
も
ま
た
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
３
）
」。
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
二
二
結
局
、
修
道
院
側
の
譲
歩
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
を
断
念
し
た
の
で
あ
る
。
双
方
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
結
成
前
の
古
き
良
き
法
を
承
認
し
あ
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
平
和
が
回
復
し
た
。
ユ
ー
グ
五
世
は
、
修
道
会
の
制
度
・
組
織
改
革
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
修
道
会
の
制
度
化
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
従
属
院
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
の
関
係
の
安
定
化
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
修
道
会
そ
の
も
の
が
フ
ラ
ン
ス
王
の
監
督
権
に
服
し
、
王
国
の
政
治
秩
序
に
編
入
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
『
協
定
書
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
の
権
利
《jus
》、
支
配
権
《dominium
》、
お
よ
び
裁
判
権
《justitiae
potestas
》
は
保
障
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ル
イ
七
世
は
、
一
一
六
六
年
の
遠
征
に
つ
づ
い
て
一
一
七
一
年
に
も
、
マ
コ
ン
教
会
を
攻
撃
し
た
マ
コ
ン
伯
ジ
ラ
ー
ル
征
討
の
た
め
に
再
度
の
マ
コ
ネ
遠
征
を
行
っ
た
。
今
回
は
臆
す
る
こ
と
な
く
マ
コ
ン
市
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
る
（
４
）
。
翌
年
、
マ
コ
ン
南
西
六
キ
ロ
に
あ
る
ヴ
ァ
ン
ゼ
ルVinzelles
に
お
い
て
諸
侯
会
議
《consilium
baronum
nostrorum
》
が
開
催
さ
れ
た
。
長
年
皇
帝
の
忠
実
な
家
臣
で
あ
っ
た
マ
コ
ン
伯
は
フ
ラ
ン
ス
王
の
封
臣
と
な
り
、
ヴ
ァ
ン
ゼ
ル
、
モ
ン
ベ
レMontbellet
、
ラ
・
サ
ルLa
Salle
（
い
ず
れ
も
マ
コ
ン
市
か
ら
二
十
キ
ロ
以
内
に
あ
る
ソ
ー
ヌ
川
流
域
の
町
）
の
三
城
塞
を
封
と
し
て
《in
casamentum
》
受
領
し
、
王
と
そ
の
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
た
い
し
て
忠
誠
を
誓
っ
た
（
５
）
。
一
一
八
〇
年
に
は
、
青
年
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
が
教
会
と
聖
職
者
の
自
由
を
守
る
た
め
に
マ
コ
ネ
に
遠
征
し
た
（
６
）
。
マ
コ
ン
伯
、
シ
ャ
ロ
ン
伯
、
ボ
ー
ジ
ユ
ー
城
主
な
ど
の
不
穏
な
動
き
も
、
王
の
軍
隊
が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
到
着
す
る
や
止
み
、
マ
コ
ネ
は
再
び
平
静
を
取
戻
し
た
。
十
二
世
紀
後
半
の
三
回
の
マ
コ
ネ
遠
征
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
は
ソ
ー
ヌ
川
流
域
の
ト
ゥ
ル
ニ
ュ
ス
か
ら
ク
レ
シ
ュCreche
に
お
よ
ぶ
四
十
キ
ロ
の
防
備
線
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
マ
コ
ネ
に
王
権
の
回
復
と
政
治
的
秩
序
の
安
定
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
（
７
）
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
み
な
ら
ず
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
従
属
院
に
た
い
す
る
フ
ラ
ン
ス
王
の
保
護
・
監
督
権
も
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
妃
初
頭
に
か
け
て
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
る
。
ル
イ
七
世
が
ア
ン
ビ
エ
ル
ル
修
道
院
に
宛
て
て
発
給
し
た
特
許
状
（
一
一
六
九
）
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
当
院
が
王
の
支
配
と
保
護
の
下
に
留
ま
る
の
は
「
我
が
友
に
し
て
臣
下
た
る
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
の
懇
願
に
よ
っ
て
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
で
あ
る
（
８
）
」
と
同
文
書
は
述
べ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
は
シ
ャ
ル
リ
ュ
ーCharlieu
修
道
院
宛
特
許
状
の
中
で
、
同
院
が
「
王
以
外
の
い
か
な
る
者
の
保
護
の
下
に
も
立
た
な
い
（
９
）
」
と
言
い
、
パ
レ
・
ル
・
モ
ニ
ア
ル
宛
て
の
特
許
状
で
は
、
王
は
当
院
を
「
我
々
の
監
督
ク
ス
ト
デ
ィ
ア
下
に
受
入
れ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
ル
イ
九
世
期
（
一
二
二
六
ー
七
〇
）
に
な
る
と
、
王
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
有
力
領
主
を
王
権
代
行
者
に
任
命
し
て
王
権
の
浸
透
を
は
か
っ
て
い
る
。
マ
コ
ネ
の
城
主
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
シ
オ
ン
は
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
お
け
る
王
の
城
主
」
の
称
号
を
、
つ
い
で
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
バ
イ
イ
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
（
一
二
三
六
）。
一
二
三
九
年
に
ル
イ
九
世
は
、
嗣
子
の
い
な
い
マ
コ
ン
伯
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
レ
ー
ヌ
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
貨
一
万
一
千
リ
ー
ヴ
ル
で
マ
コ
ン
伯
領
を
買
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
二
三
（
10
）
（
11
）
収
し
た
。
つ
い
で
一
二
五
八
年
に
、
ル
イ
九
世
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
イ
ヴ
一
世
宛
特
許
状
に
お
い
て
「
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
が
昔
か
ら
十
全
な
権
利
に
よ
っ
て
王
の
監
督
に
服
し
て
い
る
」
事
実
を
確
認
し
た
あ
と
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
同
修
道
院
が
つ
ね
に
王
の
監
督
と
保
護
の
中
に
あ
り
、
決
し
て
そ
こ
か
ら
離
脱
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
我
々
お
よ
び
我
が
後
継
者
た
る
フ
ラ
ン
ス
王
は
当
該
修
道
院
の
監
督
権
を
決
し
て
王
の
手
以
外
に
委
ね
な
い
こ
と
を
決
定
し
、
か
つ
命
令
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
ハ
リ
ン
ガ
ー
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
が
フ
ラ
ン
ス
王
権
に
自
ら
を
完
全
に
引
渡
し
て
王
国
の
一
施
設
に
な
り
下
っ
た
こ
の
年
を
も
っ
て
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
の
重
大
な
転
機
と
見
做
し
て
い
る
。
ほ
ど
な
く
Ｍ
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
言
う
「
自
由
な
き
保
護
」《Schutz
ohne
Freiheit
》
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
（
１
）G
.C
onstable,
“T
he
abbot
a
nd
to
w
n
s
m
e
n
of
C
luny
…
”
,
op.cit
.
,170.
（
２
）C
,
n
o4425(a
o1206).
（
３
）‘Ego
frater
H
ugo,
hum
ilis
C
luniaci
abbas,
n
otum
facio
…pro
bono
pacis
et
a
m
o
ris
re
m
isisse
et
c
o
ndonasse
burgensibus
n
o
stris
C
luniacensibus,
o
m
n
e
s
querelas
quas
h
a
cten
u
s
adversus
e
o
s
h
abuim
us,tam
super
e
xpensis
factis
o
c
c
a
sione
guerre
B
erziaci
et
c
o
m
m
u
nie,
quam
s
uper
o
m
nibus
aliis
injuriis
et
preteritis
gravam
inibus
n
obis
ab
illis,
v
el
per
illos
illatis.
E
t
ipsi
d
e
c
etero
re
n
u
ntiaverunt
penitus
obligationi
et
c
o
m
m
u
nie
sa
c
ra
m
e
nto.
E
t
ita
inter
n
o
s
et
ipsos
e
st
pax
firm
a
etintegra
reform
ata,
salvo
in
o
m
nibusjure
etdom
inio
n
o
stro,
et
debita
n
o
stre
ju
sticie
potestate
et
salvis
bonis
u
sibus
et
a
n
tiquis
c
o
n
s
u
etudinibus
n
o
stris
et
ville,
s
c
riptis,
et
n
o
n
sc
riptis
sicut
inter
n
o
s
et
ipsos
fu
e
rat
a
nte
tem
pus
c
o
m
m
u
nie
rationabiliter
observatum
.’:ibid
.
（
４
）G
.D
uby,La
so
ciété
a
u
x
X
I
e
etX
II
e
siècles
…,409.
（
５
）M
.C
.R
agut(éd.),C
artulaire
de
Saint-Vincentd
e
M
âcon
.M
âcon
1864,
n
o631(a
o1172),383-84.
（
６
）G
.D
uby,
op.cit
.
,409.
（
７
）Ibid
.
,414.
（
８
）‘rogatu
a
m
ici
et
fidelis
n
o
stri,
v
e
n
e
rabilis
vir
S
tephani,
C
luniacensis
abbatis’:C
,
n
o4231(a
o1169).
（
９
）‘u
t
s
ub
n
ullius
u
nquam
tuitione
flectatur
nisi
regia’:C
,n
o
4278(ann.1180-81).
（
10
）‘in
c
u
stodia
n
o
stra
su
sc
epim
us’:C
,
n
o4413(a
o1204).
（
11
）G
.D
uby,
op.cit
.
,416.
（
12
）Ibid
.
,417.
（
13
）‘M
onasterium
C
lugniacense
ad
regalem
c
u
stodiam
ab
a
ntiquo
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
二
巻
第
二
号
二
四
（
12
）
（
13
）
（
14
）
（
15
）
（
16
）
plenoju
re
p
e
rtinere’:B
ibl.C
.
,
c
ol.1519.
（
14
）‘v
olum
us
etpraecipim
us,
utidem
m
o
n
a
sterium
se
m
per
in
regia
c
u
stodia
et
p
rotectione
persistens,
n
ullo
u
nquam
te
m
pore
possit
ab
e
a
re
c
edere,
n
e
c
n
o
s
a
ut
se
c
c
e
sso
re
s
n
o
stri
reges
Franc.
c
u
stodiam
eiusdem
M
o
n
a
sterii
e
xtra
m
a
n
u
m
regiam
ponere
v
aleam
us.’:ibid
.
（
15
）K
.H
allinger,
“Z
ur
g
eistigen
W
elt
der
A
nfänge
K
lunys”,
D
eutsches
A
rchiv
für
E
rforschung
des
M
ittelalters
X(1954),
445.
（
16
）G
.M
elville,
“C
luny
u
nd
das
französische
K
önigtum
…”
,
op.cit
.
,
458
ff.
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
三
世
（
一
二
七
〇
―
八
五
）
以
後
が
そ
れ
に
当
る
と
考
え
て
い
る
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
―
―
関
口
二
五
Les abbés et bourgeois de Cluny
SEKIGUCHI Takehiko
(Séction d’Histoire, Faculté de Pédagogie)
En 994, pour la premiere fois, on parle du bourg de Cluny (burgum ejusdem
sancti loci) dans un synode tenu à Anse.
Sous l’abbé Hugues, la population de la ville de Cluny s’accroît, en particulier
quand l’ouverture des vastes chantiers attire en foule, pour édifier la Troisième
église abbatiale (dite Cluny Ⅲ), les marchands et artisans. Dans les dernières
anneés de l’abbatiat de Hugues, les habitants de Cluny forment une communauté.
La date de 1108 doit être retenue comme la plus ancienne référence certaine des
bourgeois (burgenses ). On voit apparaître les bourgeois parmi les souscripteurs
des chartes, là où jusqu’alors ne se trouvaient que des milites.
En 1145, les habitants du bourg âgés de plus de quinze ans sont requis par
l’abbe Pierre le Vénérable de s’engager sous serment à défendre les intérêts de
l’Église clunisienne.
Immédiatement après le massacre tragique de plus de 500 bourgeois dans la
bataille contre une armée de routiers soldés par le comte de Chalon qui est tou-
jours hostile envers l’Abbaye, l’abbé Etienne a fait rédiger, entre 1166 et 1173,
une charte relative aux consuetudines bonae dicti loci (=villae Cluniacensis),
complétée en 1188 par celle de l’abbé HuguesⅣ. Les chartes montrent tous les
deux la villa et l’ecclesia comme deux communautés liées pour la défense de
leurs intérêts communs, à savoir la terre, les biens et les droits de la villa et de
l’ecclesia, autrement dit le maintien de la paix.
山
形
大
学
紀
要
（
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会
科
学
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第
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十
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巻
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号
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